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藤株遺跡は明代以来全同(j(Jに知られている縄文時代II免1[:JJ

跡であります。このように有名であったが過去に於いて'γ:術的な発

出調主を試みられたことのなかった遺跡であります。このたび、国

道105号線バイパス工事に係リ、発掘調査を実施し、たしました。

その結果を収主ましたものであります。

!，長iilli丈時出のi立物 仁;:号、二íiJ~、 どのfiむ

本報

見され、 111でも注目されるのは士士JLの中か

ら火葬し理葬された女性人骨が発見されたことでL、あります。他に

後l!:rJの監穴{主)1号跡、 L器、尚、前期の竪穴住h'~l-制;なども発見され

ておりますーっ

また出二i一二法~.却が多く 終坦!紅i400W'iにも j圭しました。この出[-_

j宝物全てに目を通し 整理することは時間的に無理があり

にはその主なものだけしか掲載できなかったことは残念であります

が、今回調査した結果の概要がJWiíJ;I~ できるように配J..f.:いたしました。

晩期初頭の土誌は 界にとっても な資と考えられ、

多くの人速から活用されることを望むものであります。

i最支後に人十中什廿ajナjt.のJ品訓i)ポ品胡j日品別I;L査t在tに詰御IJはJ指旨j与卑いただだ、いたI医向主司i一よ:ι乙叶F科科:1千1.守t宇子三|ド凶)土4、l判1

山口敏先生はじダ灼ヲ、関係各伎にふjして心から感謝の:立を表しま

昭和56年 3月

秋田県教

教育長
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1 .本書:は、秋 i口県教育委員会が昭和55 年度に発~'lin調査を実地した藤株泣跡の長同点字11

フ
Go  

2.本書の作成にあたり、次のように分担して執筆した。

第1者，第4章2節の 1，第5章一・……ー…・…・……………一・……・一市開 泰fl寺

第 2 章，第 3 章，第 4 章 1 自~'jの 1 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ， 2節の 2…………高倍忠彦

第4章 l節の 2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・柴田防一 ，tlrS 

第4章 3節…一-……………・・…・…………………………一-一……・・・・…山口 敏

3， YJi"1'¥W'泣物の'II真撮影は鈴木功がj11.当した。

4. j立物の実iHlJはi中¥1 L! H~美が、 トレースは高儲ìf~j吉村f中心となって行った n

5. 4:吉:111の!H-1"，泣物の尖;WJI'司の*'(;'1尺はXと見であるの 全付体(1包凶主泣1.:;泣立立t.j十件刊1卜h村仲W同;il古ず北咋ill品111可i/t1il

志布評縮1千而印J行川iリ)尺ミでで、;あhtり)、 それぞれスケー fしを付ーした。

6. 了1-，iliの表記は小山正忠・竹原芳雄 色IIJjミ」を活用したり

7.石村の鑑定は 秋田大学教古学部白 お願いした。
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ドい一

土砂臨
時点最

北秋田郡鷹巣町藤株に所有:する藤株遺跡は、 i明治時代中頃から縄文時代Il~~期の遺跡として知

られており、秋社!県内にある縄文時代の遺跡として有名なものの一つであるのこの遺跡の一部

を国道105号判!のバイパスが通過する計画が立てられ実施されることになった。そこで道路課

から昭和54年 9月範!盟{i在認調査の依!組があり文化課では同年11月5B ~10 日までの 6 B 

を派遣し、範囲時認調;去を実施した。その結果、藤株部落から府当沢へ通ずる道路

をはさんで南側は100m、北if!U200mが遺跡であることがわかり道路課に報告し、発掘調査が必

ることをiffi知した。

その後退路謀と協議を重ね、調査費は全て道路課負担とし、発掘調査は教育委員会が実施す

ることに した。発掘面積は約8，000111'であった。発掘調査は昭和55年度に し、道路建設

その後に実施することになった。

そこで教育委員会では遺跡の所荘する鷹巣町教育委員会の協力を得て、作業員等の手配等に

とりかかり、昭和55年 4月25日から発掘調査を実施することになったのである。事務的には文

化財保護法第57条の 3の子統きを省略し、昭和55年 4月16日付けで、文化財保護法第98条の 2

よって「埋蔵文化財発掘調査通知J を提出し発掘調査にとりかかったのであるの

2節

遺跡名

遺跡所在地

調査期間

調査対象而存iニ

調査面積

調査補助員

力機関

調査お鎧織と構成

藤株遺跡

秋田!県北秋1-1-1ffl~!鷹巣町脇村!宇藤株塚ノ岱

昭和55年 4JJ25 日 ~10月 8 l:::l 

8，OOOm' 

8，000111' 

引く任i 之ι
二工工

、高崎忠彦、柴田陽一郎 (秋田県教育庁文化課)

高倍治問、鈴木功、出

品山桃子、仁j-l
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造物整理協
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f;11 山作 -_O ，~ 、 }JjI t'i 1公)之、 l山;

flii山1((Ji、1I主Ill!i:出之jjjj、Iljl;111栄治、 fJi山 1+!山、 fl~LlJ -t!1し

出L11'j-:il了、 !TIII ti1U-!_:)し郎、

i…lzi -l i ，It¥ UJ H: 崎、 、 í~山王 i=P. ~ 日I111

生LIヲ之、 品LLJ 出 、ノト聖子手IJ降、 JJ*" 

島jiljj、福田 E11三11 、泉悦 j亡、 1 11 1 1 

LLドナ夕、、、 ir;71山レイ j二、 i主総ヒテ、佐藤ヒサ f-，11;11 U-Jタミ、む山!よ j七、 i空¥lι

ヨウ二jこ、呂山ミワ、 "n工、本城トシ f-，十II沢スミ f、行ii出ケノ[、岳

山チ工、畠 1I1トミ工、品山アイ、岳山キク工、 r、 ミヨ、力LI賀

キサ、佐藤ノリし工、 '11111日チ工、岳山;X{-J二、出山愛、 iIil1千五智子、主投{，

品山)1頃子、品山袖芳子、岳 I11直f、泉多鶴 i亡、 も亀山明美、高橋

、福1-1=1牧子、

本間三~ (明

ーニ1..:
Jじρ、 ヰ--qll討しゴニ

、手IJ泉fl日ー(日本

美、

小野沢晃(早稲出

)、 j度辺寿恵(京京女子短期大学)、佐藤敬芙(日

杉原敬子、そiJ::_尚子、 子、岳山桃子、品目木茂、 、山Il!奇節

子、神居トシ、石黒紀子、高焔邦二j亡、山木紀示、児五久 r， --~?rn スエ、越

阿部久美子、金ひとみ、野ιF日美津f，本11111雄i:、佐々木奏、工

藤ちか(-，近藤久義、加賀聡、仁村裕司、佐藤敏之、堀井二時 I寸、民主主勝久

{主々木勇人、堀井学、銭谷英友、東海林寿人、大高しのぶ、菊地丈子、児

玉時i旬、神居政人、 、関根千明、 íÆ: 々木)@l-r ， 坊\~JI二 m十jヘ ミチ

工、相IJII:Iミナ子、久米栄子、成田八百子、阿部紀 f-， 、進藤ツ夕、
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"/レ、須出 1)工、出口ミチエ、堀井キン、力11賀谷道子、

111 LJ明子、鈴木セツ、出口イサ、小林京子、新泉フミ、 j集合ナミ子、{主総

山花 半山トミ工、 小)11忠子、佐々

庄司礼子、川口テイ子、寺山

出

、金二f1二長可、仁村純 f-，吉田容子、柴
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1.藤株
2. 胡桃官官

3. 問中

4.摩当
5.陣場岱 1(u免期)
6.陣場合II(後期)
7 .高森岱(前・中部j)
8. JII日

9.湯津 1 14.根本屋敷II(後・晩期)
10.湯j季五(後期) 15霊 111の上(中期)
11. タモノオミ(中W])16. 1'ijHl)社1:(前・中期)
12.小森、(f1免期) 17.妹尾館(後期)

13.根木屋敷 I

第 i関遺跡位置図

qδ 



2 理境

と環境

JJ主株遺跡は奥羽本巣!訳より草105号線を2.51、mliど南下した標高40m前後の段丘上

に位置するつ l)ij道 105号制をはさんで藤株部誌があり、部経の111心地からli(束)に折れ、部

落内を j且ヮて家~，ìf~ の切れる段丘とが遺跡である。右 iWJ は杉林で部落の ~J-}どがありその入口

には町でよてた \'!~j}~ な臨株遺跡の案内板があるの立の手前右側に泉があり、他にも二つの泉が

北西1WJ...i立11¥し王子;地にある。

は1=11代J去を望むことができる。

立っと藤本来部誌が一段 Fに見え、南には泣く森ffLLI、北に

ぐ南側には、小森)11がjjiれ、小J支部}IIと合流し本代)11

に注ぎこんでいる。 J室副;北側には中堤、 j、(1J1':と11手ばiLるi胡沼があり、弧:IKに:>ltんでおり、現イJ:

このi8JJi討を干Ij出して鷹巣町中央公|京iがつくられている。 湖沼はもともとは、一つにつながって

いたものと考えられる。この湖沼の周辺には、縄文時代前期~晩期jに至る各時期の遺跡が点在

し、JJ'~~株遺跡もその中の一つである。さらに遺跡東側は出羽丘陵の倍野が)よがり、小丘陵があ

って、それぞれに名がつけられているの 遺跡はこの丘陵の末端部に{立置することになる。

地l土、現在広い水 i五地i肝となっているが、問団事;業以前には、現在の標高よりも 0.5~lm ほど

く、畑地であったといわれる。

第 2節 麗史的環境

周知の遺跡としての雌株遺跡が本絡的に調査の対象となったのは、今回が初めてである。

同;に関する幸は、かなり古く、明治19年内出?i15太郎が『東京人組学会幸lむで、藤株字 j二j:1fIよ

り土器、石鍛等が発見されたことを報告しているし、明治22年には、点IlJ奇勇助が

上にて、藤株字ハリツケ台にて石娠が発見されたことを報告している。その後、大正

末期j までは、 iJ~i株遺跡に関する報告は見当らないが、昭和初期になって小規模ではあるが、調

交研究の対象となうた。まず大正15年寄:田貞吉が、 j立跡をおとずれ、翌年には一部を発端して

おり、 137=1和3年出版の『日本石器時代造物発見地名表』の中で藤株遺跡から住居跡、環状亨IJ石

土{品、土版、岩版、等種々の造物が発見されたことを書いているが、ただ品目を取りあげただ

けで詳しい報合はなされていない。さらに P%: IEI l'l /fの調布と村i前後して、 jlな肝謙次がl昭和3・4

やはり、遺跡を発掘調査している。この結果は昭和44年の『日本貝塚の研究』の中に「羽

後国北秋田 HI~沢仁川寸藤株宇高森堂の上遺跡」として報告されている。 j吉野は、TI'事株遺跡を人骨

4 -



発.JJn:の討的で調査を ったらしいが、その目的とする人骨は充見出来なく J一一..人骨を得る

には fl :J:*を 1Jn:るか・ー・‘ ..j)己炭層を lJn~，るほかはなかった cJ としている

IIJ]の調査で人骨を発lJil:IH来たことは、

中で発侃した遺物について詳細な説明を加えており

では、最もすぐれたものといえるだろう。 昭和 4

の住宅跡J と題する論文を掲載しているのさらに昭和5年、山内清男は、

しくも50年あまり後の今

い。，吉野は、こ

としてこれまでのrl-I

に 1]接待と

i首j式土器の

C 式をも~P呂と縄文式土器の終末J(

した。その後昭和42年出

1 3)の中で藤株出土の土器をもって大il1uB 

Il寺が「出羽路」の中で「11i株泣跡とその周辺」と題して藤

とその周辺遺跡から出土の泣物を紹介している。以上前述した通i)-rらーくから縄文晩期の

遺跡、として知られていたもののそれに関しての報背は極めて少ないと考える。無論今Hまで主91:

よって発見された遺物は相当な数にのぼると忠われるが、現主ではそれら遺物も散逸し

ている状態であるの

日
円
J 用 文 献

内田清太郎 1886 

真i崎勇助 1889 

白 1928 

武藤鉄城 1929 

山内清男 1930 

1967 

j青野謙次: 1969 

国占代の遺跡」 東京人類学会報告 1-10 

「秋田県石銑出所」 東京人類学会雑誌、4 38 

「日本石器時代遺物発見地名

「藤株の住宅跡」 人類学会雑誌42-238

同式土器の一分布と縄文式土器の終末」

「藤株遺跡とその周辺」 出羽路36

後国北秋田郡沢口村藤t~(宇高森堂の上遺跡、」 日本貝塚の研究

つd
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1 .黒褐色土，耕作工(5 YR見)

II.黒色土(5YRIえ)
III. I明褐色ローム(7.5YR%)

日二42.80n1

¥
 

¥
 

¥
 

、、 立

1 .黒褐色土・耕作工(5YR3--i) 
1 '.黒補色土(7.5YR%)

II.黒色土(5YRIえ)
1II. I珂褐色ローム(7.5YR%)
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調査は水田区闘によって、北側より 1・II. III I:Kとした。さらに道路敷地内の南北端を結ぶ

をJた準掠として、これをGラインとし平行する南北線と、これらに直交する東西の娘を引

き、 4>< 4 mのグリッドをMlんだ。尚、調究開始時には III I.~:が未買収のため立ち入ることが

出来ず、当初]のグ iトソドi設定は、 1 . II区に限定した。グリ円ドのH子称は、市→北へ数をJFJ

い、束→西へアルファベ、ソドを í~E用して、グリッドの東南すみの交点をグリッドの名称とした

後にIII も、 Gラインを1Ji準として、東西のアル7ァベ，ノドはそのままに、

北の数だけをむ番から始めることとした。つまり I・II区は通しで2~53 弓インまで、 III 区

は、 61~87ラインまでとなる。手掛lG ラインはN330W である。)

第2箆 遺跡(j)概観

遺跡的層序 (第 3凶)

遺跡の 1 J語 (耕作土)(5YR) II層 (5 Y R1え) III層明

褐色ローム (7.5YRYs)で、 III層ロームは50cmほどで、砂腎ロームになる。

遺跡の現地形は平引な水H:l地千ifであるが、戦前のほ場設備以前は、現在よりも O.5~lm ほど

く遺跡を東西に走る二本の道路が低かったと言われている。 1. II区の土層観察によっても

道路に!flJって黒色土が深くなることから、以前には道路が沢になっていたと考えられる。 1区

では、 15cmほどの耕作土の下に植物i恨の混入する黒色土があり、北側ほどj享く南側ではほとん

ど堆積していない。 II区も同様で、 10cmはどの耕作土の下に黒色;一Lがあり道路に向って深くな

るが、この層が物の包含層である。t.居では縄文晩期の-十.器・土:Ju:等が枯/1¥され、下回では

縄文後期jの土器が検出された。 III区で、は耕作土が10cmほど堆積しているが、地UJ(ローム)の

出している部分もある。すでに遺物包含層は、白日平されており、遺構の線認はローム耐でな

された。

2 遺構の分布 (第4 ・5図)

I区では時代不明の井戸跡1)去、住居跡1軒が40-Lグリッド付近で検出されただけである。

9 -



T1!z{では、 20ヲ i 以Jじで、 I )J):11 )II~ .トl軒を口

み!討はIIJd I!IとjEわれる。 I'，'(]S K051土、 IIJ日，'，lA己仁111

ムl(rI したが、いつ'hも 1)込

dlしたもの vごjj〕る。 20ライン以

[土、 8J!!~ :7) J毛外'bí が続 iH されたが、いつれも規叫のノトきなものである。さらに日出 rl~1 では、 16

Dグ1)ッドを rjl心として24半、ヲ -Aグリッドを "1心として15)11~fまどの LJ)よi!f を検出し、て

の他に 30主ほどの二ト~JJ1:を検出している。住民吋;は 7軒でいづれも10ライン以に集中して、ロ

ムnuで{確認されたものである。 III区では、 ti::屑跡15qif.土拡4Jíl~ ・ 11日石遺構 1 ・埋喪 1 で、

いづれもロ ム而で確芯されたものである。 III区住活跡15軒のうち記述丈切のものは、プラン

がi何時であるが、従JlJjcJ)2 h'; S 1 15・16)は床而を支すのみである。 S122は11免期の住居跡

--r. _J- -1 

ピeV)Qη、、 しない

3 

したi立物の;量{土、笠思W'i(60 40 20cm)で400 ~~ri と相当な量である一そのう

ちの90%は II[:;Zからの出土で、 1 日~.IIIVから出土した泣物は擁めて少な\_，'0 II区では、特に

23-C・17-G.5-Cグリッドを中心とした三ケ所の地域からの出仁が大部分である。土器

の多くはJIPしつぶされた状態で出土したが、復元出来たものだけでも200{hfij体あまりになる。

石誌も主なものだけでも2000点を上まわり、土ぎふ111、手I も200点以 iてにもなる。これら

物は、 II層から出土したもので、上部からは縄文晩期、下部からは縄文後期のものが出上した

が、希に円前下層式の土器片も含まれる-'主情i付r':H十乃造物は、 j主の数に比べてそれほど多

くはなしミ。特に土拡内より山土した泣物は、土器片、ブレイクが大部分であるが、 III

からは多くのイI~:;~7]' ~H土している

調節叩
品
交
ジ

4 月 25 日 ~10n 8日まで行なった。調査の経過概要は次の通りである 0

4 J~ 24日発掃作の説明会を行なうとともに、機材の搬入、プレハフ、、の設置をし調主の準備

を122えた。 25日から調査区北iHlJ1 区から誹â~ft を開始した。表土は耕作土で、地山ロームまで10

~30cm と浅く泣物は水 111 の圭 III干の下にのみ残る程度である。 5 月 6 日より II 区の調査も m二行し

て行う。同 El1 区40-Lグワッドで任 3mほどの虫色の落ちこみ(S E 01) と、 38-Lグリッ

ドで11'1づ刊交う上イで検出された住跡 (S1 01) を{確認しさらに36-Gグリッドを'11心に黒

色の )1~v存ちこみ (SX01) を確認したが物の11¥二Lはない。 SE01、SX01は泌水がひどく

調査を見合わせる。 5;=J 9日、 II区地山口一ムTfijでSK03 ・ 04 を始めとして 10);~ ほとーのこ!二拡を

ハ
υ
噌

3
4



確認さらに23-C グリ、、ノドを中心に、Il J百 J-_1Él:iにて、ート:i誌がM~ Ij I して出 -1:する。 5)-J 12 fJ 26・

27-Cグリッドにかかる仁士J1:(S K05) よりが検出され、保存状態7J;.比較的良好と判断し、

調査を後口にすることとして、庭二i二をするυ5月20日I区の調査終了。

II区17ライン以南でII層←J-.面よ 1)多数の土拡を怜IUしたためこの而におけるH'f在を徹底する{

8月2日10-Bグリッドで再び土拡昨を確認し、先に検出された土拡群と併行して調査を行うハ

6月20日5ライン以南2層 iて出にて、多量の土器の出土を見る。 7月1日土拡n手調;定後さらに

ロームまで掘り下げ、 20-Gグ1) ソドでS102、8-Fグ1)、ソドでS117、8-Dグリッドで

S 1 18の確認がなされる。 7月2日III[>(も調査することと法定され、 7月21日より rn区表土除

去と南側余|面の伐棋を行う。

7月28日より SK05人甘i調布のため山口敏芋l'判均自白人限研究部長が来跡、 30flまで

競売を行なう υ

8月1日III区より S1 03を始めとして15軒の専を確認し、 II[2{と併行して調査を進める 2

8 月 16 日より III 区南側斜面に A.B2 本のトレンチを設定したが遺H'f ・遺物はな~'0 

9月1日より、 III区住居跡の実側、 II区では 5ライン以南の掘り下げに全力を注ぎ、 5軒の

住居跡を位認し、これからの実測を行ない10月8日S124の写真撮影を行なって藤株遺跡の調

去を終了した。

尚、調査期間中 7Yl19 日に林謙作北海i豆大学助教段、 8 月 6 日に小林j主 h:H~I語学院大学助教

授、 9月23日に坪井清足奈良国立文化財研究所長の「氏が末時;され、御指導、話11助言を賜わり

して謝意を表したい。

τ
i
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ヰ

日同市で交tlよされたi立j'IIIIJは、 f+J，r;.ff~;24 軒・ 1'.カ11:87Ns・Tヒづいノト 2W. [1犯行i立 1W'思袈1)II~ 

井 }I1 J11~ であるの u止をIjd;けばその{也のi立h引

1 . i主農諒

村HI11さJ，LたH-:J;f;.跡は24'1汗で、 1 I王1、IIR:8、IIIr:><:15である c 中には、調布j也}或外に及ぶた

め寸郊のみを杭 11L¥したものもあり、また、iJ¥j'.:i立物が全くなく II#JkJrFIIJJのものもある。

SI 01竪穴{主居跡 (な~6 図)

十食IHJ也氏 37-L . Mグリッド 54 {r.の分布調査で検出されたものである。
ガ形態 2.9X2.5m の Ij ，~~jL-h }r:.~の住居跡である。柱穴は山間にあり、 -.[g]佳て替えらjした

ものと J17 えられる。引は、 ír~ くゆるく;立ち上が 1) 、!石油jはしっかりしておリ 6更い。 炉はないo

U¥.:-L'.:ijj物ナシ

1l~)~:H万イ~IりJ

51 02竪穴住居跡 (第 7図)

検出地|疋 20-G . H 

J刻、見・形態 壬2.3m の円形を jfiする。 JA( は IIJ1II~1 しておりやわらかいの床而に小ピットがあ

る。川端は'IJM約15cm 深さ 5cmて内に小ピットがある。 は 15cmほどではばcrfî~，uに立ち i二

カfるυ 幻iはなL

出土遺物 U~ノ~68 図 1 、 74[2] 1 ) 

;生糸丈を地した二112下、l'が l'している (681211)υ 干i器はイiおlli1点・ IIJI石 3/，(が11-¥トーして

いる。

II;)-'JtH 円筒下Jr')h式1tH? 

51 03竪穴住居跡 (第 8[~l) 

柏 I I\ J也 rl~ 73-G 

:mj吃・形態 if3.6mはどのIIJ形を J~ミは平fLl.て:'Ti}[iいカヘ rll ゾミ古ISに任0.8m ほどの寸'?{

- 17 -



ちこみがあるの1:;lf~ はlOcmはどでゆるく ι ち 1-.がるけ対 i ・1+.';にはないど.IlH.-1'.111に耐、ドな;t，[:i，万

戸

日Jも)" 

出土遺物 1212 号

1--~i;:t 土、 !??ji1 子法によって

U<J 2 ~ 5 

に沌こを伐す iJ のと、五illLとのみを !jむした *IL~，~_I 1_) _' 

1 

出ト会している己干i~f出土干[主主l 点、JlI]~{Î 3 ， 1 ， 1 ，'，が 111.1' して~ iυ  

li与 J~JJ 縄文段J~Jj

担保堅宍住居跡 (第合同)

検也区 76 G 

j札J礼~1模莞 . J月形i巳ラ!態告 2‘8X4.2mηでで、京問に上長-れL、寸{楕古lド円IリJJ形f巳3を呈する I山jよJ而(は土三平iド三j引i円1でで‘{副l回型いη i;宇村;仁守iセi

るの{は土 5f似i和同占ojでで、、 いずれも深さ15~ 20cmて、ある。 liJRは 1乏のI'，;jさであるの 焼 1'.はrl;央点il!!Jに

O.6><lOm ほどの範Fji=!で広がる U 焼 1'.1-.のhJ、ドなif計五世(土佐けていな1.

出土遺物 (な図 6) 

イ:1i古i*iは出一十ト'しし♂なカか斗つたカがfヘ、 ;イ手わイh一'-i白金鋭H~ カ

Il時i埼在討j期11明;月j 不明

SI 05竪穴住居跡 (第10図)

検出地i豆 77・78-j 

規形態 3.4><4.1m の南北に長い楕 IT]形を呈する。床而は三I!:JJI. で{J出い。ピ、ソトは 16íl，~1 ほ

どであるが、柱穴と足、われるのは深さ 14~21cmほどのものである。イはなLミが、西ll!UAi主ぎわに

40>< 40cmの車でがt.::t.がI.L:カfる。¥l去の 1"';Jさは品ヲlOcmで、ある。

出土遺物 (第68図10~ 13 、第九 I~~ 7 ・ 8、第751、之11~ 3) 

1'.吉出土、 tO:A:糸:えのIむさhたものと 11・12・13)、[1 倍に中IJ突を力LIえたもの(10j 
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51 06竪穴住農跡 (第1l1:;{1) 

検出地区 82 H 

ガH}f・71ラ態 3.2X3.9mの京IJ_qに長しイ:奇11J}f~ を ~I~する。 qミ I(IÎ は:、 l勺Il.で1i更1. '0 tiうには 5Wijであ

ろう。 11=1央部に任70cmほどの戊い落ちこみがあるの 引は北山で昨 li，忍できるのみである。

lI¥j--)立物ナシ

11寺JtH 不iり1
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SI Oi竪穴住居跡 (な'n21父])

j:yz !l ¥ j山l三 84 H 戎外のため、 ほほ-'1三分を，i!l;j}正しただけである。

• '
i
a
、、

eoooav
，dp i
 

l
lし

J
4
d，F
 

通 3m( 川1):;を 111すると jよ〔わhる!{く/(111土、]ZJII，でわるが、しまりが

なL、 1、L六は、 aき25cmliiJi去のものカ'"4Wi]で、あろう l:r'Icは!ll̂̂i!Jき10cmほどで、ゆるく ¥'r:ち 1，:うfる

イ;}iはないり

出土遺物 (筑68r;;z114 ~ 17 、おí~72 図 1 ~ 3) 

十~ +h~ するものがあるけい。:fi+i誌は、 l析i立i-Jf;がカマ

ボコ11ラをfiiするTiベラ状のLi出(1・3)で 1はntri/Mから調務を力nえているが、 3は自然出を

残して L、る (2)は干Irfi:でおろうかc

"~J: 1[:J J j1j ]'!¥'r'i b式J!:JJ

SI 08竪穴住居跡 (第 13L~1 、 t~I J:Ji 8 ) 

j釘1'rJ也I:{ 76・77 D 

チ;t~ -l'~'~・形態 4 ><4.5mのはほ'Fl]nヲを呈する。 はす吐旦でE更い。柱穴は3fWi]と忠わhる。 '11

内部に90 60cm 、深さ 13cm(まどの出ちこみがある。 k:iì~ は;-\ミーさ lOcmU どでゆるく -ι ち j二がる。炉

はないが、南側に 2ケ所の焼土の広が 1)がみられる。

出土遺物 (第68図18~23、第71 図 4 ・ 5 、第74 r~;Z1 4、第75同 1i 

を施した -1'，器下-'1マfじがある。石 ~:il土石ベラ:止の石器(第72121 4・5)と長!ljJJJ端を打ち

欠L、た石j草(第75f214、第761三11)がIHごL，している。

"与JI:)] p:j 日下 )r~i b 式J~)J

SI09竪穴住居跡 (第14図、図版 8) 

杭11¥J也|豆 78 ~ C . D 点j![lJ.，は7昨夜i亙士或タトのため未7Vitlítì~ でjうるけ

}J~1、)~・形態 3.5 3.5m の l;fJ~)L方形をすると忠わh る。床/l'lî は ~IL JJt で硬い。 ιI~I 欠音]5 仁、 1

1.2m ほどの;支L汁存ちこみがあり、焼!-.が!ょがる。 Irfi]はIIJ/J120cm、深さ 18cmはどで、 1_11にj菜

さ17cmほどのピットがある υ

出土遺物 (主~691~ill 15、抗72図 6 10 、な'~76 図 2 4、図J:h21)

1-，昔日にはJ然糸丈をIJjri]?'f]jl二地したもの(第69]支]1・2・6・10・11・15) と/1~;'3~r'弘文れれi;: に校

総丈を地したもの(第69];:<]3・4 ・8 ・9 ・12) とがある。いずれも /1紋部が外反し、 8のご

とく1'IlJ引きイしを-イiーするものや、 12のように :J!，(の刺宍ゲIjがあり 附刊:にようて I1縁部と休部とに

されるものがある。 地に縄文のみのもの(5 ・ 7 ・ 14) がある。行誌は、縦 JI~'~::{ î)ιが 3λr，~

で、 (72];g16・9)は嬰初出H~rMを伎すものである。 (7)は中IJ突共に，iJ_[いものであろう。 (72rRl 

25 -



8 ・ 10) は 121111iqziJ芭てず1"IÚÎi出j 将のものである。(ケη6 1'~13 )は HliJ斗仁H製干 I~ ~-f品てい、一部をすってい

る。!告書g{î 斧(江(~761司 4) は行IllLに転 J+J したものであろうか

IIS: f!Jj IJJ前 1'"Jci b式JPJ

51 10竪穴住屠跡 (第151ヌ1) 

検出地区 79・80 B }f:[WIj~白15は或外のため未である。

卦~i、去主 . J形i杉ラf態註 3.0X3.7m てでで、凶、詰南J北にt長とい1行(

炉はないが、 rll央部に径55cI!lほどの浅い落ちこみがある。!立はゆるく立ち上プデる。

出土遺物(第761~ 5 ) 

}扇Il而i瓦百エ平iド三打打占製干石石d~一守器日

り問j i広i主1寺j-:I即則り切j イ~ E句明

51 11霊穴住農跡 (第 161~~)

1:会Lb地区 81 C 

jJ~快・形態 2.5X3.5mで東西に長いIlldt丸)jJIラを呈する。床II:IJは半担[で叫ーい。柱穴は 3Wil伺:認

している。1ifi:'はほとんどない。

出土遺物 (第73図 3~ 6) 

土誌の111二L-_はなく、石器だけである。石ベラ状石器(3 )、 ( 5 、 JIラィit'号 (4・6)

カ;"iHj二している。

11在民)j 不i判

SI 12撃宍イ主居跡 (第17図)

{女iJJ:t也区 83-B . C 

規模・形態 径3.7mの円形を呈す。床面は!こ11史にザlJかつて傾斜する。 柱穴は 31J.!i]である。位

はゆるく立ち上がる。カiはない。

出土遺物 (第 69図 16~19、第73図 7 ・ 8 、第76同 6 ) 

二十鳳器J土木白状f{l}(糸丈(第691ヌ116・19)，~然糸丈(第69図 17 ・ 18 ・ 22) を施したこL~_#-;%が出土して

いる。石器は、不定形石器(第731ヲ17. 8)が出土している。 8はスクレイパー的なものであ

る。(第76図6)はnhjluIを打ち欠いた而打製干iJ'11=である。

uおりi円筒下層 d式J!)j

- 26 
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1 .黒色土(lOYR克)

2. 黒褐色!二(10YRち) I 

3. 黒褐色 L(luYR%)炭化物を含むん

4 .灰褐色土(lOYR%) u 

5 黒ti:(5YRK)B
'

第14図 5109 
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第17関 5112 
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1 .黒褐色土(5YR先)

2.黒色土(7.5YR
lえ)

3.黒褐色土(lOYR五)
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51 13竪穴住居跡 (第四図)

やJ~!H1也I;{ 72 . 73-C 夜間の供与i;{土、 JJ，';Jj1i-:区j戎タトのためよri同査であるの

・ n~ J，主 任3.7mのIJjn~ を叫するものと忠わiLる。J-Æミ Irlìi 土、ド jlIで {î出1"¥ Á;;i~ i土、}‘H1H~ではゆ

るく立ち 1-.が 1)、北iWJではi告さ20cI11ほどで荒立するつ +t穴・ '):jiはない

出土遺物 (第 69図 20~23、第70図 1 ~ 3 ) 

土器は、口K;ま音IS文J景品;に縄文原体をtb'li立にJljI圧したもので、 LJ紋はやや外反する。 2条の|在

iii?に科突を力JJえ、iJH古liには糸文を施している(第70図1~ 3)。

時期j 円筒 F層b 期j

SI 14竪穴住居跡 (第四国)

検出地区 76 C 

規模・形態 !:えは南北で削干されているが、在3111ほどの円形を呈するものと思われる。床

iJifは平111で硬い。，tJ二六は確認されていないが、 Jll央に径76Cl1lほどの浅い落ちこみカtある。

出土遺物 (第70図4~13、図JiJえ 21)

沈梢{文のみを施した土器(4・5)や、!去し 1無え-があり、

を残すもの(6・8・9)等がある。

u寺J!JJ イーjJ要F''_]1 

SI 15竪穴住居跡 (第201zl)

十台出地区 77-F 

を用いて沈線内に地点;

J剥1孔1松 . J形f杉~ !~態岳 j床1末ミH而而fiの一?部E?百tfSす部fSのみをf矧i前1在;三J認t立Eしたが、 フブnランはi明珂町{昨i前昨甘存:でで、なし~束{側i司地!出1に焼一士i上:ががも!仏ムよ今カ

出土i遺章物 (第 7η1 図 1~4 、 第9ωO図 l、図版3臼2の 1) 

~t-~ {S~;:は、 口紋部カがh内;む川;ヴヴする1宇判利:1引I1製j深3主5リ5針鉢イ本村川i斗寸JI形F杉:ラ3汀j土よ1吉器:5;の五抑破j皮I幻μν)'一'1- (ヨ第~7九1 問 1 . 3 ・4 ) および沈線文を施し

た涼鉢 JI:~土器(第71図 2 )などがある。(第90図1)は、 LJ 紋カ~'?皮:1犬を主し、 1つの花弁;1)(:0)

突起を有するの仁i 紘r"j:liは梨~丈でよくかれており、花弁状突起の iてには半丹状の]:\/1"、 i年'ii;;が Pl1î

付されている。 IJIlilfmは、縄文地に 54.:の沈紘を引き、それを縦ノJIIrJのを1'i状に沈線でつないでい

る。::rJy，ii:は出二i二していなし‘

11寺JUJ --1-)]嬰内 I式Jm

SI 16竪穴住居跡 (第21図)

検出Ja区 75・76 E. F 
);JLj、見・形態 床i耐が昨認さ jしたのみで プランは明確でない

- 33 



出土遺物 (第73図9) 

五ベラ状のモ1器が1+'，土してし 1る

11寺ItJ] 不明

51 17竪穴f主題競 (第221'Rl、図J:li9 ) 

検出地区 8・9-F

規1、x.形態 {壬3.5rnの円形を呈する。)未前it土硬くしっかりしている。 はIl，'t外に 9Wilある

が、西側では確認できなかった。!司市は[1111¥8 CI11、深さ10cI11はどのものである。このは南側

に0.8 1.7mの IJ'1:をもつのまた、1&!HIJのSK45 (主'~46 図) l土、この住居助;に升うものであるパ

出土遺物ナシ

11寺 }~j +H嬰内 I式JtJJ

51 18竪穴{主居跡 (第23図、図版 9) 

検出地IR 7・8 C 

規模・形態 町床住民ーである。出床前の住肘は径2mほどの円形のもので、貼床住居は径3.1m 

の円形を呈する。竪高は 10cI11で垂症に立ち上がるつ++穴と炉はない。 g~i/末は比較的軟かいの

出土遺物ナシ

時i明不iリj

511号霊穴住麗跡 (第24問、図版10)

検出j也i豆 5・6 E 

規J存l.形態 2.4><3.4rn 

出土遺物 (第73図10)

に長い惰円!日を;呈する 干11刊でfj更いが ほとんどなし~

磨~/h斧 1 点だけが 11\土している。厚さ 1 CI11ほどで、刃部.!H!J.;立在日が{政担している。

11前田不明

51 20竪穴{主居跡 (第25図)

検出地区 5 E.F 

規模・形態 持円/1ラか 1\ll~丸 h}f;;を

It¥ごL造物ナシ

時期j 不i明

古liを調査しただけであるの

るものと忠われる。

- 34 
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SI 21 竪穴住屠跡(な~261χi、)

Nt出f也[烹 3・4-D リミ lWJ の、 IL，うf を言~~rì: しただけで、あるの

J品開・形態 全体の半分を戸時点しただけでは不明であるが、 Jnr~J ?正した部分から推定する

と、 4.0 5.0mほどの出円形を112するものと思われるの

は 1Wi!である。

出土遺物 (当サ1 図 5~8 、第76U{] 7 ) 

;土:、1;:J只でli更¥， ++六とJ111わlLるの

m縄文や太い七七線を施したこト13で、ある、 石器は!討、iょの打IBMii誌である υ

W}: ltJj n免JiJj

SI 22竪穴住居跡(第27['R!、坂口)

イ全日¥J世区 81・82-D . E 

坦1支・形態 {壬8mほどのノトピットがす在び¥主1+穴は任10cm・1;.主き 1m 去のものが5うほ

どある U 炉跡・ j~と二!こはな Lミ。床面はしっかりしているが、恨の存イ1:はlitzめらJ.しなかった。

出土遺物 (第71 図合 ~11 、第76図 8 ) 

縄文だけを地した土器)十と底部がlH土している。石器は'1九)J:伏の岡、iLJTSEUIi告である。

!時期 fJ免期

SI 23竪穴住居跡(第2812]) 

十女出J也i玄 5・6-F 二!と1ft1j自:をiWaJ'Eしただけである u

規模・形態 プランは明州;でないが、かなり大形の住居と忠われる。 床は硬くしまっており、

ほとんどないの

出土遺物 なし

11寺其ij 不明

51 24竪宍位農跡(第29図)

検出地区 5 金 6 C 

規模・形態 4.0X4.8mの東西に長い楕円形で、南・北に間帯があるのみである。床f(Jlはi凶

くしっかりしている。 rjl央部に焼二1:をもっピットがある。 は45~50cmのものが 3 つある。

出土遺物 (第71 図 12~23)

土器は、|二i縁部が外反ぎみで!持消手法をnJし、たもの(15、16、17、21)や、 L1縁部文相に

刺突があるもの (22 、 23) 、口 Y岳部にも縄文を施した iJL製?~~鉢形ご!こす誌の破 )11 - などがある。

H寺J!JJ 後期末

- 42 -
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1 .黒色土(7.5YR3{) 

2 .黒色f二(lOYR3-'i) 
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第26図 5121
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1 .黒掲色土(luYR

H=42.0m 一一一八
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2. :(戸跡 (な¥301斗、 |ス1)日、d2i

調子tで怜Hl!されたがhl"fは 8JII~ で、いずれも 11Jr') l-jIrI したものであるけ H.)":Jmは不明であ

るか IIJì;I~; I-_IMかん 11免l[:JJの 1--叫がHl!1-_することから、おそらくこの時H:JJのものと与一えら1.Lる

i号炉

検出j也[{ 20-I . J 

10Wi] の I~I を任30cm の ILJH; に I'~じした'i:J îである。が rjすには地了1--がブ口ック :IK に

人って~ "る :1ヒiWJに欣らば/っている打も、'J:iiに出1I-JさiLたものであろう v

2 

Ntl+¥J也V 15 E 

mj"日.n~~出 の干1土i'jJj~、!よされたらしく、に桟るだけである。任40cmほどの円形を平，

するものと忠われる U 焼 1:はr!J に薄くする。

3号炉

倹出地区 17-E 

規模 a 形態 南北に石はないが、 rii45cmの円形を

7 cmllどJ:jf1'i!tしている。

4号炉

検出j由民 12 C 

るものと忠われる。焼ニ!二はレンズコiたに

規松・形態 南京iHlJに、炉に使用されたと忠われる石が散乱している。任50cm、深さ15cmほ

どの堀りこみがある。焼ニ!こはみられない。

5号炉

;:会11¥J也1，;(: 9 F 

ガ・形態 40 x 50cmの桔I1J形を:iiするものとィラえられる。炉内に焼土はな1"'0堀りこみは

みられない。

6号炉

村tn¥J出IR 6-F 

対日法・形態 65 x 100cmの1'Y'sIIJjlラを51し、石はしっかりと:f:!llめられた保存状態のよしゅJである。

47 



:1 と ifllj 仁和製深吉本形十ー慌のjj{三どがあるが、 IjIIÎj-l;;- 半日じだけである。 ~rJlt土は rl~l 央部 l二 JfU古している。

8号炉

検出地区 13-D 

規模・形態 径50c叫まどの円形を る炉である。焼二i二はみられず、時1¥リこみもない。

9号炉

や支出地区 7 1 

土!主将i-形態 65X80ι・rnlまどの桁円形を呈ーする。石はしっかり埋めこまれ、保有状態のよいか

である。また、焼土は一部;にみられるだけである。

48 -
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1 .黒褐色一iて(5 YRぢ)炭化物含む

乙.褐色 H7.5YRえ)焼 1'.

I 

の
φ 

1 .黒色土 (7.5YR~) に褐色粒子混入
2 .黒色土(7.5YRYz)に焼ごi二粒子混入
3 .掲色土(7.5YR%)焼土

3. 1と2の混合土

つ

4. ;~;色ニi二(lOYR~)
5 .黒色土(7.5YRち)にに褐色 1:粒子混入

6号炉

第30図炉跡

1 二基}

。一 一広〉-

1 .黒色土(5YR先) 5 .黒色士(7.5YRち()に
2. 明褐色土(7. と よ也小粒子出入

黒褐色一七が混入している。 6.明黄褐色(lOYR%)
3-焼 イて 7.黒褐色二1::.(5 YR究)
4 .黒褐色土(7.5YRち) 8 .黒褐色土(7.5YR先)

cf2平ごと入 ::¥ 'i)-'):1 i 9号炉
¥1- /I¥ ~ "" Jヘ 、¥c::，メミ

。ギ企庁時 点島

等グ ぎみ
1 .黒褐色土(7.5YR%)

2. lIi11品色土(5YR%) 
3.黒色土(7.

4 

- 49 -
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3. 土土産

調主てい検出された 1--泣は8IJ;~ で、 II 1)(78~W 、 III医3)JI;-である c 土j立番号を付したものは100

1主以 1-"'こなるが後にj賢市しと'l'-IJlijiしたものは欠33とした。

図面i仁11*は J目、 ALi:{j娘、⑧はベニガラを

れとした。表11Iの数値の単位は全ョてcmで、ある。

9十nU鞠

第31図 土ま広配置図

盆

S覧69

表 11Iの土ベニ力、与の位置をもってそ
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第33図 SK03・04
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1 .黒掲色土(7.5YR;/3) 

1 .黒色土(lOYR31')
2 .黒褐色土(7.5YRX)
3.黒褐色土(7.5YRX)
と撹色土(7.5Y託%)の
混合土

4.樫色土(7.5YR%)
5.樫色土(7.5YR%)
3層より明るい



[-)正吾号 811 2112 + 札 11{Hj j山氏tfli ベニ汀弓 ー1ヲ Uu 位: i毛ililh方向

SK03 26 G 220X 126 210 110 N 100
0

W 

)jラ態 1古川11ヲ

11羽田 jくilliJB

1j1l1考 j 出 1IIIIi _l~_での {í在 Ij，~，o I1 いた部に山って?存ちこむ。)立4をlは1J1:内北HWよ1)集中し

て、出 1--した製lTIllがilJ土しているつ

IJ広番ザ i百 J)i: 1ゴ古I~ 底部 f くニニア7"ニラ 'i~J' UJi 長ill出方向

SK04 26 G 208 >< 150 200X 112 N33"W I 

形態 楕円形

lI;rJUJ 大?fti]B

{桔Jj- Jill !lJ 直 1-_での石ム 1~1~1 央部に rtlJ って ちこむ。
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1 .赤黒色土(2.5YR冗)
2 .明褐灰色(5YRχ)の灰
3 .黒色土(7.5YR~)

ci) 

G 

4.明寅褐色土(luYR，%)の焼土
5.黒掲色土(5YR7-イ)
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ベニ 1]'つ 長 IMl方向

形態

11寺jむ]

されたもので、初めは焼土と灰が楕円形状に広がっており そ

れによってプランを確認したものである。確認frijより 5cmほどで、 f13恨の13?にNO.24・35

が倹出され、その Ji~.;立をNUtしたところ、 -廿干すが多量に した。

j立物は土北面に多く、土器nーとブレイク・チップていあり、特日IjなMU葬lfillは出土しなかっ

た。骨は2J爵明褐灰色の!疋と4)層明黄褐色の焼土;二極われて出ごi二し、土f庄内市lHlJの成田から

は、炭化した木村片も認められた。 骨は二身特にrt9jHlJと 111央部の保存状態が良かった

がE只骨と jEわれるものは倹出出来なかうた。下::I!二身の甘は細 )'1瓜で、 JI~ び散ったような状

態で検出されたむ土ほの深さは、確認出から10cmほどで実際の掘りこみ面は 2"長の上而

とjfえられる。骨は35番ま を付したがlr~ リ上げの|祭に崩れてしまったものが多 L ミ。

廿の出 1-状態からは、二次的埋葬とは号え難く、土地内 したものと号えられる。
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1 .明褐色の焼土(7.5YR

2 .明賞褐色土(10YR]:t)
3.黒色土(5 ) 

4.黒褐色土(10YR%)
5 .明黄褐色土(lOYR

1 .黒色土・明褐色混入(10YR31)

1 .黒色土(7.5YR冗)

2. 明黄褐色土(10Y

3. 褐色土(10YR%)
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、、¥ i之1IIIIrJ日ilJ

N 111 ow 

JIヲ態

t、
土正，
F

ト
F
J

II 層 F1ïOでの碍 Jtt!、。上面で'1~lt _l二が円形に広がる。!?む:誌は23cmで、垂 pl({二立ち一!二
J 

がる}立ヰ句の1+11-]-ーはないc

二仁J広番号 ~ J広11音IS i五;底古15 ベニ h、弓 rJ 日上{ 長lji出hiilJ

S K 0 8 19-F 95 37 85 26.5 N 113
0

W 

形態 楕円形

11寺1m

{脂巧 II層下面で確認。上面に L器片・焼上がある。 掘りこみはj和、。底油iはほぼ

である。

了]-.坊番号 {立 乞11
明

ξl. 拡仁i部 1正底部 fくニガラ 官' 頭{古: 長軸方11ワ

SK09 22-G 116X 55 87x38 N94
0

W 

形態 円形

fI寺期

1iH~ 考 地山直 tでの時認。 1-11央部に向って佐ちこむ。

L 一一一一一

57 -



争り

円1

第36図 SK11・12・13

- 58 

1 .黒色土(lOYR先)

1 .焼土;炭化物を含む

2.黒色土;焼土を含む

3 .黒褐色(7.5YR%)

4.明黄褐色(lOYR%)

5 .黒色土(7.5YR労)

1 .黒色土(7.5YR冗)



一つ，力べ i七!illJITril]

N49
0

W 

形態

il与Wj

地山lti上での確:認。!えf(iiは平岡1:主高 5cmほどでゆるく立ち 1-.カ

弓ノー刀 長車fl1hlilJ

形態

11寺 ~1;Jj 大il司B

池山南 1:-.での確認。上部構ii5をもっ。)一点面は平土FtKV{~高は 4 cmほどである。

JIヲ上器の砂片が、 SK14・S124出土の岐片と接合する (77図24)。棒:1ーた土製品(同25)

3点の石器 (90図 3~ 5) が出土している。

土却J;番号 ハくニガラ 長軸方向

N 123
0 

¥えf

形態

11キJ(:JJ

地山底上での確認。

は5cmほどで‘ある。 J立qをjは出二i二していな Lミ。

は北西で'25cm、北京で

口
同
U

F
h
d
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ワm~1ffiI岬而同001

第37図 SK14・15・16

- 60ー

m 

1. (7.5YR 黒色土(lOYR%)明貰

褐色土が混入

1 .黒色土(7.5YR先)

2. 明褐色土(7.5YR%)

上黒色土(lOYR3{) 



f くニウ、、弓 i乏11!!l，)]!IIJ 

N110
0

W 

1f3 ri包ノ，は』

]
 

判

υリjノ
.手
1
1
z
t
e
J
 
噌、l
 

後期末

J出山直 1--での何iiir2，。成1}11に小ビ、ソトあり。 f11'(t土i初期はゆるく立ち i二f)、北iWJ

は-[1::子(に心;ちト.1){る -[: {誌の{政nーがSK 12 . S 1 24とのものと接合 (771ヌ124)。

二子 カ 長 ~i出方向

N 139
0

W 

ff~ !i岳

11与j明 大iliiJB

地山f@l}での確認。底而は-'Ii.士ltて、ソトピットがある。

土器片r. i政が民間近くで出土する。

5 cmほどである。

形態

11寺JtJj

一ブヵー 長ijl出方向

N156
0

W 

地上]1史上の任誌の底面は北点から南にかけて浅くなり、 rr'九にピソトあり。
一一一一一J
HI'r~はゆるく立ち_ L-_がる。

噌

s
i

h
h
U
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第38図 SK17・J9・20

円
/
制

円

h
U

1 .黒色士ー(7.5YR

2.黒;褐色土(7.5

3. 明褐色土(7.5YR%)

1 .黒褐色土(lOYRち・土器片・

炭化物を混入)

2 .黒色土(7.5YR先)

3.黒色ごi二(lOYRヌ)

1 .黒褐色土(lOYR%・土器片と

炭化物を混入)

2.黒色土(7.5YR)

3.赤黒色土(2.5YR3{)



形態

1
 
1
 

1
、

I
t」
ノ

ム
e
e

'
i
t
J
 

一一一、

ていの確11.2'0 J或Ifl:Iは11111111で、

レイクは北mlJ に集 rlI して H~ 上する。

長IljllJ万戸IJ

N 123
0

日f

i立に立ち上がる。土器・ 7

W~窓

口~f1~j

一ブカ 長!~IH.Ji 向

N82
0

W 

20と1Ji:例している。

底面は平で壁高30cmで垂直に •¥'/:ち上がる。泣物はない。 SK

形態

fくニ力、、ラ 長j!ilH方向

N 82
0

¥九f

11寺期 大 ~I司 B

II層上出命での時認。

七ι族 (90図6)がj正面より出土している。

で、高20cmほどで垂直に立ち上がる。土器 e

- 63 -
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第39図 SK21・22・23
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1 .黒色土(7.5YR冗)

2 .黒色土(7.5YR究・炭化物を混入)

3 .黒褐色土(lOYRち)
4 .黒色土(7.5YR冗・土器片と炭化物
をj昆入)
5 .黒褐色土(lOYR

6 .黒褐色土(5 YR匁)
7 .黒褐色土(5YR31)

~.黒色土( 5 YR A ) 

1 .黒色土(7..5¥'W五・焼土・骨'片・土

器片・炭化物を含む)

2 .黒色土(7.5YR31 .骨片を含む)

3 .黒褐色ニiニ(7.5YRち)
4 .黒褐色土(lOYR先)

m 



一ブ均
d

J¥ 
長事111)]向

形態

II寺Jm

II層 1-_1両にてlI在liZ。底(IrIは
一一一一J
化物・焼了1-.が広カ

守立ち上がる。 には炭

二L:_1広番号 ./"'，ニ刀ブ 長車111方向

NI03
0

W 

形態

にて確認。庭面は平問で壁向22cmでゆるく立ち上る。骨片は底面近
一一J
く5層中で検出。土器の他に石鍬や不定形石器 (90図7~ 8) ・管:1犬の土製品 (79図5)

が J出土している c

fくニガラ 長!lilliHI持

N82
0

W 

形態

11担問 大tl司B

II層上国にて確認。!正面は平:1:1=1_で、陵高25cmで垂直に立ち上がる。骨片は1.
J 

2・4層から確認される c

伊

h
U
F
O
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円1

第40図 SK24・25.26 
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1 .黒掲色土(5YR芦)こi二器片と炭化物

を含む

2 .黒色土(7.5YR3{)

3 .黒補色土(lOYRち)と黄褐色土(10

YR%)のj昆入

1 .赤褐色土(2.5YR3{)炭化物、小喋

骨片を含む

2 .黒色土(7.5YR3{)

1 .黒掲色土(7.5YR3ゴ)炭化物・土器

片を含む
2 .赤褐色土(5 YRお)炭化物をj昆入
3ゃ日音赤褐色土(2.5YR%)ベンかう・
炭化物を含む
4.黒褐色土(7.5YR%) 
5.暗赤褐色土(5 YR%) 

6.黒褐色土(10YRち)と黄褐色土(10
YR%)の混土



ゴ-)広番号ー 置 I1広LI部 I11]:1i(部 ベニガラ 円 E貝 上毛布lr/71I1J

SK24 17 E!128×715!116X53 N56
0

W 

形態 出円形

切 大洞B

ultj〆仔 II J~~ 1-_而での確認。!底TJi1はムji.担で，~\~~高 30cmほどでは 叩立ち上がる。;行

主張 1 点 (90凶 10) 、仮:Ik+偶 (79[~22) が出.:--l-_している c

土1)1岳号 長'lilh)JI[JJ

N85
0

W 

屯
丸
出

自

l
dvv 

y
i
l
'
 

11寺J明 大市uB

II層上面での確認。底面 で肢はゆるく立ち上がる。骨片は底面よ 1)検

J甘される。ベニガラは束ililJに20x 30cmの詑図で底HlIに広がる n 不定形石器 (90図11)が

IJjj二している。

長軸方向

N68
0

W 

形態

1I寺Jm

IIJ長上而での石n~ 認。 I氏丘出は)半iドL土五担てでで、心仔F庁照;宗R高2却Oc倒m てでで、い、:垂!垂E~n夜F汽Eに立ち向 i上1カ

J北じ1西写耳iに}仏ムよゐがるが、 2同r-r1にある。 甘.)11-は底jIIiより検出される

可

t
F
h
u
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第41国 SK27 • 29 • 30 
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1 .黒色土(7.5YRヌ)焼土 .r1't iじ物を含む
2 .炭化物

3. 黒褐色士(5YR予nノトl喰・土器片を含む
4.黒褐色j-.(5 .5YR%燈色!-.の

ブロックおよび粒子を吉、む

5 .黒褐色土(10Y 褐色ロ ム

のブロックを含む

1 .亦黒色土(2.5YR
lX)炭化物・骨片を含む

2.黒褐色土(5 YR芦)

1 .黒色土

2.黒褐色ごと

打1



j-_jお守号 i亙 1}1: I I古li JJ.i:山市i Jミニ力、‘ラ 0n 位 長1!illr7T向

SK27 15 D 98 96 92 86 

I IJ )f; 

11寺J[:)j J~illijB 

lJIlf考 II JiJ"j Jこ而での ji在 d，~.o J，点I(ij i;i ~、 IL土I I_て.' ~~Xj~出25cmでJfi}If=Cにιち iてがる。 2JF'~;J二百i で

南側に50X 50cmの範囲で炭化物の!よがりが見られる。!日ITi(91同8)がよB土している。

11ラ態

fI寺期

II層上国での確認、 l的自i1;;1:、i乙却て。ll[f.高30cmではほ、垂直に立ち上がる。

骨ハーは床面より検出する。

上i広番号 一ブ力、司¥ 長ijllU方向

N89
0

W 

II}肩上而での雌認。成mit土平士EI_でJl之高25cmで量産に立ち上がる。了i二25・フレ
一一J

イクチップIH.I'，。

- 69 -
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第42図 SK31 ・32 ・・ 33 

-70 -

1 .黒色ゴ二(7.5Y R1X)炭化物を含む

2 .黒褐色土(lOYR%)

3 .黒褐色土(lOYR%)

1 .黒色土(7.5YR1;右)焼土，炭化物を含む

2.黒褐色土(7.5YR先)

3 .黒褐色土(5 Y R3{) 

1. (7.5YR3{)黒色土

2. (7.5YR3-'{)黒色土

3. (7 .5YR 3{)黒色土

4. (7.5YR1;瓦)黒色土

m 



形態

H寺W1 大iln]B

ベニ力、、ラ 長制l方rilJ

N6rw 

II層上IILIでの確認。!抜高30cmで垂直に立ち上がる。土持)')"・ブレイク・チッ

プが出土。不定7Jヲ石器 (90図12)カ

土拡番号 日iι手L王 ま広u 11よllt音1; ベニ?了弓 骨 頭{立 長車出万j[Jj

SK32 16働 B，l7圃 B 134.5く58 125.5X42 NI090W 

形態 出円!日

11寺山j )，.: illI] B 

{祐二号 II Wi l~"面での確認。 ~i~高25cmでほぼ垂直に立ち上がる。小ピットあり。土器

片・ブレイク・チップが出仁している。

土培番号

形態

時j明

リニ仁 {~~J 11" .ブレイク

〈こニガラ 長車fB方向

N510W 

てい民高35cmで垂直に立ち上がる。小ピットあ

-71-
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第43図 SK34.35

72 -

1 ι ?問;可:色 i上..(!i γ R 予汽~ ) どlYl'{什{;在 {î:件!多L、~Jt口{

( 7.5YR 予九~) グ内i1社;比tUUff号i?、L 

:! ，1:1.';色 1..( 7 . S Y [{ ;"i i 
，1，1，¥出色 1..(lOY Iロッ

4. ，1，1，¥色二上(7.5Y]i.J汗)

1 .黒色二1..( Y Hτi) 

:.:: }，I，!、J川1
;3 }， I，!;色 !-.(7.5Yll~H)

4. 黒色 1.10 Y' H.I)i) 

mm 



nl百 I~ri'!îでの (i'(i; ， ì2，- )えl訂は¥ドJllで rトピ、♂トがある 町三子;j60cmて、、1ii:IO:に立ち 1-.

がる u rHi!!lJ(二

形態

Ilij:J!}] 大il司B

( *IL担保鉢JF~-['. '~i午. 81 [;;<11れがあり、 .'_l~ '~N: ・ 7 レイクがlUj_-_ している。

ベニガラ 長ililll方向

N65
0

W 

11 )¥'l!，;上miでの[確認。 f土、F:JFI_ で小ピットがある。 W(~高30cm て、‘cffî~II:J:に立ち上

がる。!点rTTi二!とH!IJより形 L1f!F(82L:ZI6 )、 ..IJtllイii誌・イ1べ弓 (901ヌ113・14)・I'I]干l' (921)]1) 

iJ '" 1I11 --j'.している。

73 -
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第44図 SK36・39

74 -

1 .黒色土(7.5YR7i)炭化物・土器片
を含む
2.黒褐色土(5 YR?{)炭化物と焼土
を少量含む
3 .黒褐色土(5 YR71)炭化物・土器
片を含む

4.暗褐色土(lOYR%)炭化物を含む
5 .賞糧色砂質土(7.5YRYs)
6.黒色土(7.5YR交)炭化物を含む

1 .黒色土(7.5YR;.n

2.黒色土(7.5YR先)
3 .黒色土(7.5YRl){) 



l' 7~' 一ブ
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円
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ふ
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ヤ
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喝

lA

長
一

N

IF~ h注

11寺j明 大il司B

II層!こ出での確{ie，o J正面は坦でÅ:IÎ~高30cmほどではほ、垂直によち上がる。 {È

体的に炭{ヒq匂カ ;-;j，~入し、 i-~_ {fl~f 片・

7う)' +_している c

はJヒ!UlJに集中υ と /J 、 11ライ ~_~fif (82図33・34)

土土!よ番サ 百 j広I.J J広!点部 〈二ニガラ 1寸け ~J! 長車lI!hriつ|

SK39 16 D 148.5 54 133 42 N1ぽ wl
JIラ態 1奇IJJJIラ

II、与jむj )，jrrjB 

11出考 II)層上回での確日.i!"， J正面はややl凹凸がありほ高25cmて、量産に立ち上がるO ι(二

はノj、ピットがあり、骨片は 2問中より険1"'0

p
h
d
 

巧
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第45図 SK40・41・42

76 -

SK040 

1 .赤黒褐色土(2.5YR1 炭化物

を含む

2 .黒掲色土(5 YR1;在)

SK 041 

1 .赤黒色土(2.5YR1;五)焼土・炭
化物を含む

2 .本黒色土(2.5YR1}1'i焼土;粒
子Lを含む

3-黒掲色土(5YR先)

1 .黒色土(7.5YR3イ)炭化物J

を含む

2 .黒色.:::L(5 YR1え)
3 .黒色土(lOYR先)



ー::-Uι }丘 JJtl I部 土11:IJ三百IS ベニ:ゲラ 'l~j 長'Iilhhl何

SK40 16-D 112 69.5 94 55 N970v市

形態 f{il' J J日

Ih):WJ 

11tH考 II Fg; _I二L(IJでの確認。ほmiは干土門でAl，'i:江主35cmではは、垂直に立ちとがる G

SK088 (Tピ γ ト)→SK040→ S K041 0 

十:JJ.L番号 一フカ 長柄h万戸!

N600W 

I1ラr@

II~J:j明 kilriJB 

TI層Jj前で、の Iえ而 てぺ_!;~高 25cmでほぼ手;直。全体的に焼土t\Jr:-i七.

炭化物が検出される。了1:*号片、ブレイクの他山石 (92図2)が出土している。

ベニガラ t 由方向

NI060W 

形態

II+J明 大ij，jJB

II層上市での椛認。底rr{jはすり鉢状を

かに J工ち上がる。 .Ufiih・ブレイクiI'，.1:。

る。ノトピットカ;.ji) 1)、Ulはなだら

77 
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1 .赤黒色土(2.5YR1}{)

2.黒色土(5 ) 

3.黒褐色土(5YR主)
4.黒褐色士(5YR究)

間1

在三三三

1 .黒色土(7.5YR;，{)
炭化物含む

2 .黒褐色土(7.5YR%)

3 .黒褐色士(5 YRy!) 



ベニ力、二7 長軸方向

N43
0

W 

形態

大前~B

II層上面での確認。底面は平土日で単高35cmで垂直に立ち上カ

ヵベ 長軸方rbJ

形態

i時期 I
i
 

勺
J
r
t
s
 

市
女

ローム出での確認。底面は中央部に向ってゆるやかに傾斜。壁高20cmo

の土器片と、土製品 (83図23)、石餓(90凶15)が出土している。 S1 17に伴う土誌と考

えらhる。

- 79 -
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川耐耐iiil'1
第47図 SK46 • 48・49
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1 ，T¥出色 U .5YH日i土日三日・地 I-_ろ
たむ

1. 虫色土(7，5YPl日)炭化qfijと焼二!二粒 fーを
一月寸

仁コ u 

2. ;1# f{~J 色ー!こ (lOYR%)炭化物を含む

3. 万三褐色土 (lUYR~":2)を t1けな色ごi二 (10YR 
見)の iJ~{'ìごL

4. t1Uイ'f[uJ''[i(-j-_(1りYRお)

1.黒色j二(lυYR7I)炭化物と焼 L粒j三を

含む

2. 黒色土(7_5Y R五)
3. 概11音褐色土(7.5Y )と黄11音色二iニ(7.5

Y )の混合土



一一ノ今
/

J
'
/
 

♂
¥
 

!三似1}jl(IJ 

N8TW SKヰ5

問 | 桁円形
killiJB 

n層一!こlui J!X:，(!iは'rq-u.で1:幻

ブレイクカワL¥-1二している。

ベニガラ 長IMj)jI(IJ 

N 140
0

¥V 

時期j }-:iliiJB 

II 府 i二凶での確認。底面は I~~lllll しており、既高15cmほどで垂直に立ち上がる。

上器片・ 7レイク出土。

ベニ力、司ラ 長 r!ir11)jI[IJ 

N141
0

W 

底IMは平土FI. 直である。上面には、炭化物と焼ご1-_

- 81 -
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第48図 SK51・52・53

1 .黒色土(10YR先)横権色砂質土(10YR%)の

ブロックと炭化物を含む

1 .黒色土(10YR)炭化物を含む

阿日w
円1

- 82 -

1 .黒褐色土(lOYR%)焼土

炭化物を含む



ベニガラ 長i袖方向

N24
0

W 

JI万:@

11寺期 大j同B

II 層上ïTrîでの確認。民間はエで陵高15cmほどではほ予~I直に立ち上がる。

i指片・ブレイクが出ーイ:している。

Jくニガラ

での確認。庇面はほぼ平坦で壁高20cmで:r:a直に立ち上がる。

向
一

W

方
一
V
o

出

回

一

司

t

+
m
T

一
1
i

長
一

N

形態

)..=ifiijB 

II 層上h'rt での{確認。底而は I~日 111，で W?:: l'tij15cmで 111:直に立ち I~-がるの北側iJに40X
」

20cmのにベニガラが広がっている。

- 83 
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④ 

打1

S K55 • 56 • 58 

84 

1 .黒褐色土(lOYR 炭化物

10%、焼土少量を混入

1 .黒色土(7.5YR~イ)炭化物混入
2. !P;褐色 i二(7.5YRち)炭化物5%

i1E.入

3 .黒褐色:U5 YR予五)

1 .黒色土(10YR労)焼二!こ・炭

iヒ物・チップを含む
2 .黒補色二i二(lOYRち)炭化物

を含む

3. }茶色L(7.5YR先)



ベニガラ 長ilifH方向

11ラ態

)-.:~lliJ B 

江田ト~TMで慌認。)段[(:rIは千珂であるが.lilii!llJでいったんよち Lり担高15cmほど

で垂直に立ち上がる。:十~'(;，~f J~- . ，!if:どが域内中!と吉15に集中する。骨片は底面で検出された。

1'))1:番号 干白: JJi:u 1;1:1え吉Ij ー〈ニガラ '~寸1. 0II 長 j~rh方向

SK56 l1-D 120 x 109 108 >< 101 

形態 ILJ -f1ラ

時Hn 大j同B

備与 II)吾1-:命面での確認。底面は jj'.盟で壁高10cmほどでほぼ垂直に立ち上がる。

J

フムカ 長車~I方向

N6TW 

形態

11寺井JJ 大 ~I司 B

II層上而での確認。底Tfliは王子jJlで壁高20cmほどでほぼま直に立ちしがる。

JIラ u提 (85[~14 )が!lLJ二している。

85 -



④ 

⑧ 

コ

@ 

1 .黒色士(10YR完) 炭化物を含む
2.黒褐色( ) 
3 .黒色土(7.5YR先)
4.黒褐色土(lOYR%)
5 .時褐色土(10YR又)

1 .黒色土(10YR先)
2.黒福色土(10YR%)
3 .黒褐色土(7.5YR%)

I'~IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII，，~I11111 
1 .黒褐色土(10YR%)炭化物を含む

m 

第50図 SK59・60・62

86 -



一ブ力、へ 長ililh方向

)1ラ態

11キI明

II層上回での確認。 J点[訂は、1>:JJJ_てや士'j35cmでほぼ主:1在に立ち上がる。 I'L¥ゴー

物はない日

jl口u 叫 良部 Jヘ、二ニ方、ラ λ月""' 日豆 {立 長軸方向

SK60 12 B 91><53 I 80><44 N 1120W 

JIラ態 情円}f;

時期

11出 II層上面での確認。底面はJlq，Ijで南側は落ちこむ。壁高13cmでほほ、垂直に立

ち上がる。

ベニガラ i三 j~由方向

N 177
0

W 

形態

での確認。底出は平J旦で壁高20cmで~誌に立ち上がる。土器片・際

は，.点声iより tH土。

- 87 -



(⑮ 

ιh (¥ 毛罰委 会

、トー一一 一~~
1 .黒色土(lOYR汽)炭化物混入

2 ， PA 褐色ι| 二 (lOYR九~炭化物を多 j立:に iLi 入
:3. rl[~ 褐色砂質二U lO Y )炭化物を :3%;[~ヘ
4. 黒色土(7.5YR封)!，)t 1 ヒ物・焼十ーを il~ 人

⑧ 

国 SK63 65 66 

。。
門
H
U

SK065 

1 . !，I:¥褐色 L(7. 炭化物

を3%Ut入

1 . 黒褐B二仁(lOYR
2. I出褐色土(lOY 炭化物を

少一括:?1~ 入

三舎JlJj持j色砂質土(7.5YR

時1



10cmでほぼ Ifi:庶によち I~.カ

土器!jf-慨は底同より

土j五;番号 位置 J五Jl部 日 頭{立 長rj!rh方向

S K 6 5 10-KI0-F 89 >< 90 77X87 

形態 円形

u寺j明

!桔考会 ローム面での確認。底面は束に{頃き中央部にがある。壁高10cmでほぼ垂直

に立ち上がる。

Jへくニ力、ラ

J!ラf告

11寺lt}j

ローム1T!Tでの昨認。!主而はやや凹んをしている。理は同i~Jj

はゆるやかに立ち上がる。

89 

長期h}jril] 

NI08
0

W 

東側で



@ 

⑧ 

第52悶 SK67・68• 69 

90 -

1 .黒褐色 1:(lOYR

2. fl古褐色土(lOYR完)炭化物を少量

含む

3‘明褐色砂質土(7.5YR元)

1 .黒褐色土(5YR 4)炭化物を含む

1 .黒褐色オ-.(5 Y 炭水物を含む

円1



JIラ態

"寺WJ

!巳f虫

ローム而i直上

大洞B

ベニガラ

!丘[市は'JZJI]で摂はゆるく立ちjてがる

〈二ニ力、、ラ

長帥方IIlj

N73
0

W 

長f¥!ll!)JI(lj

N123
0

W 

ローム出直上での確認。底面は平i日である。壁は西南ではゆるく立ち上がる

が東南では慣はほとんどないっ小ピットが壁際に、径20cmのピットが2つ東南よりに

ある。

形態

時期

ベニガラ 長制l}jlflj

N123
0

W 

底面は平坦であるが世は東側のみにある。小ピット
一一一一」

がある。 ~I-_*fi:片・ブレイクが出土している。

91 



⑧ 

④ 

@ 

}狩1

- 92 -

1 .黒福色-1:(5 YR釘)焼ごi二混入

2 .黒褐色土(5 Y 炭化物混入

1 .黒褐色土(lOYR%)炭化物を 3%
混入

1 .黒褐色土(lOYR%)炭化物混

人

1 .黒褐色土(7.5YR%l



ベニガラ 長'1l1l!}jlilJ 

N4fW 

);.~lijJB 

ローム而Ifc'( 1.. でもの係認。民f(fî は i ドリとに IIIJ 勺て傾斜し、 '~Vi~高 10cmほどで垂直に

立ち上がる。小ピットは中央に集中する。土器片が出j--.o S K70( B j→ SK70(A) 

l ベニガラ|骨 15i 位|則川-I(IJ

は ïlli~1]で 5cmほどである。東山ーのローム出直]二での fi'(l~ 認。!庄 (frî

l;;~1療にピットカ i ある n SK70(B)→ S K 70( A) 

形態

11寺i明

一ブカ 長ililll万IIi]

N94
0

W 

ロームWiTt'TIてでの雌認。民面はほぼ平出

小ピットがある。 SK71→ S K72 

土JJl:番一号

JIラf出

5cmほどでゆるく立ち上がる。

fくニガラ 長[11出方向

NI09
0

¥九f

ローム而 i二で、の確認内成田は、ド坦で壁高 5cmてρ弔直に立ち l-._がるり!こ1-1うたに怪

15cmほどのピソトがあり培際には/トピットがある。 SK71→ S K72 

月三態

月

にある。

ベニカ、、ラ 長'li1Bh1I1J

N84
0

羽f

93 

ロームIrrII白上での椛認。底1Mは-'jLJH.で'.J1:1¥1)こみはi___ ~v \トピぃ，トがi有の AVi'~1努



@ 

Gむ

@ 

第54図 SK74ei6.77
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1 .黒色土(7.5YRぢ)炭化物を含む

2 .黒色土(7.5YR3{)炭化物を含む
3.黒褐色土(10YR%)
4.黒褐色土(lOYR%)と寅糧色砂質士の
混合土
5.黒褐色土(10YR%)炭化物を含む
6.黒色土(10YR究)

1 .黒色土(10YR釘)
2.黒色土(7.5YR3{)焼土を少量含
む
3 .黒褐色土(7.5YR%)と黄澄色砂質土
の混合土
4.黒褐色土(5YR究)
5 .黒色土(7.5YRヌ)炭化物を含む

1 .黒褐色土(10YR%)焼土・炭化物
を含む
2 .黒褐色土(10YR五)
3 .黒褐色土(10YR%)と賞褐色砂質土
(10YRYs)の混合土

4.黒褐色士(10YR先)炭化物を含む



形態

u寺期

東側ではほ

土ほ番号

形態

時j明

」

ベニガラ 長i!i由方向

N5TW 

ローム面上での確認。底面は平問 は20cmほどだが西側ではゆるく、

に立ち上かる。土器片・ブレイク・チップが出土している。

fくニガラ 長車由)JII:lj

N78
0

W 

ローム面直上での推認。底面は平盟で壁i高lOcmでほほ、垂直に立ち上がる。小

ピットあ r)土器片・ブレイクが出土している。

土j立番号 出; 上五;口 ば底部 ベニガラ 頭{立 長軸方向

SK77 8-A 126 x 62 118X 53 N80
0

W 

If;態 HJ円形

IJキWj

fi信考 ローム面直 i二での確認。底面は平坦で、壁高15cmほどでほぼ垂直に立ち上がる

ノトピットがある。

-95--



G広

@ 

叩
川
wv

第55国 SK78 ~ 79 • 80 

n
h
u
 

n可
U

1 .黒色士(7.5YR労)炭化物・焼土・土

器片を含む

2.黒褐色土(l5Y 炭化物，焼土・土

器片を含む

1 .黒色土(7.5YR31')炭化物焼土・ベン

ifうを含む

1 .黒褐色士(7.5YR%)炭化物を含む

2 .黒色土(7.5YR
l
}i)炭化物を含む

行1



一仁川番号 ベニガラ 長事II!H!I'J

N83
0

W 

11ラflA

II~)'WJ 大illiJB

口一ム i訂正LI二での ii在認。底 Wî は ~;F: 1:Fl_て~土 25cm西側はゆるく束jfllJ では Æ~

今焼了ヒー炭化物を含む。土器JJf-ブレイク

tム

長車1"方向

N179
0

W 

じ
U
A

一
日
付

有
心
一
止
ハ

μν

一
土
寸

)

一

日

ローム而直上での確認。!底面は平1:11.で壁はほとんどない。小ピットがあり、

ベニ方、ラがほ内北部!Jに25>< 25cmの範囲で広がる。土-{，~}~・ブレイクが出土している。

土 r}l:番号 ベニ?了弓 長Ip-llJ方向

N7TW 

形態

1I寺Wj

立ち上がるローム出直 Lでの確認。底耐はほぼユドJ[lで壁高20cmでは

ノj、ビいノトあ 1)。甘-)'，-l土JW!-_中より村 o _L~~片・ブレイクカワ1\ J:している。

S K80→ S K81→ S K82 

97 -



@ 

1 .黒褐色土(7.5YRち)炭化物を含む

111111町川---11111
1

1 .黒色土(7.5YR宍)炭化物を含む

2. 黒褐色土(lOYRち)黄燈色土(7.5Y )の

混合土

3.黒色土(lOYR封)炭化物混入

4. 黒色土(7.5YR1汽)炭化物を多量に含む

5. 黄燈色砂J質二i二(7.5YRYs)

命
令

1.黒色ゴ二(7.5YR7i)
2. 黒:掲色土(5YRヲi)

第56図 SK81e82e90

ロ1

- 98 



ベニガラ 長111rh方[iiJ

N176
0

W 。
形態

大HijjB

ローム面夜 r_での{i在誌の!立l企u土、jf.土Ll_である は北iftljで20cm[卒，JillfJ7 cmほど

ある。小ピリノトあり。ベニガラは南に25x 40cmの範囲で!良両に広がる。土器片・プレイ

ケ
ノ (90図16) より している。 SK80→ S K81-→S K82 

8 A 

I 1広口吉Ij

I 112X62.5 

/，こニガラ 長事rH751I1J

N20
0

W 

位置

形態

大j同日

ローム面直上での確認。底面は平坦で22高15cm 噌立ち上がる。小ピッ

トあ f)。石自民 2ll; (90国17・18)、 i耳石(92図 3)、土器片が底面より

S K80-> S K81→S K82 

している

土ほ番号 一フ力べ 長軸方向

S K 9 0 11 G I 164 110 I 155 101 I I N62
0

W 

形態 I 円形

li~子 tr月

底面は胆!凸で壁はゆるやかに立ち i二る。骨片は!底雨

土器!T-ブレイクは県土中より

99 -



争参
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第57図 SK91 9 92 • 93 

-100 

1 .黒色土(7.5YR3--i)
2. 褐色一七(lOYR74')

1 .黒褐色土(lOYRち)
2.暗褐色土(7.5YR文)炭化物を含む

1 .黒褐色土(5YRX)北側に炭化物を

含む

}釘1



二}二1-;1:番号 J五;仁1 1-;1:1底部i ベニ力、、ラ 1 liIi 長'!I[!IJiluJ

SK91 10 G 141X86.5 128.5 X 77 . 5 N192
0

W 

形態 出円!伝

11寺JlJJ

備考 ローム IMI立上での確認。底的jは南側で落ちこむ。世は南lWJ で ill~直に北側では

ゆるやかに立ち tカfる。

長車IlJ方向

大病B

ローム而直上での確認。底面はすり鉢状を る。骨片はよ黒土中より、ベン

力、、ラは西側に広がっている。土器n-、不定形石器 (91図5)が出土している。

ベニl/ラ 長i!lj!J

形態

時H月

上での雌認。底面ははほ斗L胆で躍はゆるく立ち上がる。

101 



日----

⑩ 

第58国 SK94 • 95 

1 

m 

102 -

1 .黒褐色土(5YR7{)
2.黒褐色土(5YR先)

3 .黒補色土(5 YR釘)
4 .黒掲色土(lOYR%)

1 .黒色土(7.5YR7{)
2.黒色土(lOYR7{)
3 .黒褐色土(lOYR%)

4.黒褐色土(lOYRち)



一フカベ 長制l方向

N48
0

W 

は20cmでほぼ弔直に立ち

1-_カ

土拡番号 ベニヵフ 長軸方向

形態

i時期

立ち上がる。

103 -



第59図 SK97

-104 

円1

1 .黒褐色士(5YR討)

2 .黒褐色土(lOYR%)



I1ヲ態

n寺 1~)j

H!lj235cm で、平 Ir二u二 Jl~ ち i二カJる。

ベニガラ 上長毛il車制軸iドH出抽1ヰ計山11山11-一方!ド仏向II訂IJ j 

N9何5
0

W

法 rfrÎはほほギ土11， 1珂jl11j一吉1; に j五:L~L を受ける門 ~:&I古は北

(91図6)が底i(Uより出土している。

-105 -



1 .黒褐色土(7. 炭化物を含む

1 .黒褐色土(7.5YRち)炭化物を含む

γn 

第60盟 SK99.100

-106-



土1"11:番号

If~t出

I1寺J!lJ

ち一上古fるリ

後l間

百一ム而i立と !ま!主j は Illll~ll カ fはげしし、

ベニガラ 長 l)i由方向

は 5cmほどでfjiJi::I.1二Jι

形態

I1寺JtJ1

トあり

一ブ}力 長車[[j)jIIIJ

ローム面i主上での確認。底面iは平坦てJ主高20cmで垂rf1に立ち!プ.がる円 IJ、ピッ

-107 -
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第61図 SK102.103ぺ04

-108 

1 .黒褐色土(5YR%) 

1 HA色土(10YRl汽)
2 黒褐色二1-.(10Y R予三)
3 黒色土(7_5Y R1Ji) 

4.黄褐色 UI0Y ) 

円1



二1:_1足、番号 {立 J五;仁i吉li ば!底部 ベニガラ

5 K 1 0 2 9-H 230 x 80 221 x 76 

形態 不思P=JJf~ 

11寺JUj

備Jj- 口 ムIriil在上での路認内 111:H!iはほぼ平];11_であるの

に立ち 1--がる。ピットあり。

土拡番号

S K 1 0 3 

JH!i出

iJ寺 J~JJ

備考

!日態

1]寺W1

__j 

位置 J広u 上11:I庄吉IS ベニガラ

8 百 136X133.5 118 x 107 

不'~主fI1/日

ロームrflil立上での確認。

ペニ苛7

ローム l百 n~[上での確認。底面は平副である。

ゆるく立ち上がる。

109 

'f二i ytl {立 長l!i[1!}J[(IJ 

は 5cmほどではほ豆二位

'l~' 託宣 {立 長I!i[][方向

長中111}]IIlj 

1.5mほどE二直てj二部は



@ 

III~同問剛同11111111111同

第62図 SK 151 • 155 • 156 

百3

ハ
υ

~ ~撹乱1 ~ 黒褐色土(5川)炭化物
を含む
3 .黒色土(lOYR~ )炭化物
を多く含む

1 .黒色土(5YRX) 
2 .黒色土(lOYR芦)
炭什物を含む
3.黒色土(2.5YR百)
炭化物を含む

1 .黒色土(10YR冗)炭化

物を少量含む



ザ〈、ι二ニワブ 長Ili出J'.ir{IJ 

N15
0

"えf

能心

j
 
k
y
 

!点IFlii土、r<:JjIで¥ は20cmで南側はゆるく、北側では平

日立に立ち上がる η

長相h方rii]

ロームiliiでの確認。!底而は平JfLt:主高35cmで北側は はゆるやかに立ち

kがる心甘nーは 31吉中より出土。 11'1士十令認で区1のものは 5つの j'と弁状の突起を有し、)j[liJ
ですばまり、)JI片Jlliト11付[~下土芋!ド士には縄文を地したものでで、ある G

土JJ.L:需号 一フカベ 長軸万lilJ

N10
0

W 

!宮市はやや!叫んしており!笠はlOcmほどでゆるく立ち上

がる。

111 



ヰ そ岱他の遺構

住たり!事、千:.iiJE事、 1-.:111:の他に恰出さ jしたi立1:8日土、 n.)j 1、TビいII、2、 l、配1l.i立十Nl1で

ある。

SE01 (uS63[Z]) 

40-Lグリッドでイ:実出さ hたも

ので、上而任2.3mで、上回から50

cmほどで径1.7mにすぽま 1)、深さ

2mで底面に達する。!底面任は 2

mであるυ ちこみカfあり 4コの

石があるが、語水が激ししこれ

以上J屈り j韮めることが出来なかっ

た。 1+¥:-I'.j立物がなく、時代は不明

で、ある。

Tピット (SK88・89)

SK88 (第64凶)

16-Dグリッドて1全出された。

長軸は東西方向で、 上而0.65X 

4.65m、底面0.25X5.95mで、?'本

さ1.3mで底面に達する。!底)百iは平

坦で、両立M¥は袋jえになっている。

SK89 (第64図)

18・19-Hグリッドで検出され

地山口一ム車上で確認したもので

ある。上町はO.8X4.1冊、)正面0.4

X5.2mで深さ0.8mである。底面 第63図 SEOl

の両端は袋状に深くなり、仁IJうた音[5が高くなっている。
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/1.黒色土(7.5YR先)
2.黒褐色士(7.5YR先)
3.黒褐色土(10YR%)
4.黒褐色土(10YR%)
5.黒褐色土(7.5YR%)
6 .黒色土(lOYR;.，{)

行1



良一一一

一-A'

A-一一
-B' 一-A'

員一一一

pu--

1 .黒褐色土(5YR話)
2.黒褐色土(5YR%) 

3 .褐色土(7
;1 .黒色土(7.5YRYz)
5 .黒褐色土(7.5YR%)
6. 1:lfJ褐色土(7.5YRお)
7.黒色土(7.5YR主主)

一一一員

1
6
醐

且一一一 8- -8' C 

1 .黒褐色土(5YR予言:)
2 .黒褐色土(5 YRYz) 
3 .黒褐色士山 YR%)
5 .時褐色土(5YR%) 

第64図 γピット (SK88・89)
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(第651ヨi、 第90凶 3 、iヨ!甘え20)

84一日夕、リ旬、ノドSI 07の東北てがZt!¥さ

れたもので調査による lつだけで

ある。任5.5cmの}，1，1，色土にj里められたもの

であるοi里斐は底径llcm、!早さ 8cmの:jJL

慌で口縁部はなLミ。外fHiに条

痕がIjIかれ、保状炭化物が付着しているc

配石遺構 (員~66図、図版19)

84-Fグリッド検出されたもので、 J也

山ローム出で確認出来た。およそ10-20

cmの自然礎を25倒ほどび、っしりと径85cm

の円形に敷きつめたものである。礁を除

去すると、 rlJ日20cm深さ 5cmほどの溝が確

認されたが、[1寺代を決める遺物は出土し

なかった。

H=42.512m …ー

第65呂田区埋護

第66図配石遺構

-114-

2.黒色土(7.5YR1え)

炭化物を含む

cm 

050cm  



5 小結

fi:町一跡は計24f!tf、うちliijJtJ]か、7軒(fl1 fj;J下層 b. d )、後JlJ15軒、 H免Wl1軒、時期1不明日l!q:で

ある c rìíJ 閣のÍ:Ì:!~.ß;fF は 1'1'ijl] JI・3か陥で出港をもつものがS1 09、S1 02である。特に S1 

09からは、多52のLj誌が出土しており、その他の前期!の位以同;からも石匙・石鋒.111::E iJ{ 

しており、当時の生産形態がうかがえるの 'J}iは!Il央部に落ちこ ιみをもっ池!末がと考えられる o

ft:JlJlの{主回路;5軒のうちプランの明石在なものは S103 ・ 17 ・ 24 である。ブランは円Jf~と考宇えられ

るが、 S1 17のごとく慢の外に柱穴をもち思議がめぐっているものもある。 S124も周j誌をも

つが部分的で壁よりやや内側にあるの又、 S1 17の西mlJにある SK45から出土した土器と向占

11iil体のものが同住民跡よりn¥土しており、 S117とSK45が同時Jl;J]のものと考えられる υ その

他の後期のS1 14・15は部分的に削平されているが、おそらく JTJ)E~ を呈するものであろう。時

期j不明の 1*屑跡が llqlj: と多いがこれは、調査地域外にかかる住肘閥、が多かったことと、 I=I~I土造

物が全くないことによるものである。

炉は 8基険出されたが保存状態が必ずしも良好とは言えず、時期を4:1]1新出米る埋設土器など

もなく、確認状態を るにとどめたが確認面がII層上rt!iであって、晩期土器群と同一レベ

/しであったことから炉も[1免期のものと考えられる。

::LtJl:は前述の通 1)S K 45を除けば86基である。そのうち77基がII区で検出されたものである。

こlLら二jj:J.t群の形態は 楕円形61)去、円形111走、不12山形4J去、隅丸方形1基であり底面は平

H:lで、 XNfも雫直にj!i:いものが多いっ土士);-の数に比べて土器g・ブレイク・チいノプを除く副葬品

が出土した土Ju:は少なく石践の出土したものが5基(S K20・22・24. 82・97)、土製品を

したものカ'.4基(SK12・22・24・36)、石製品を出土したものが1基(S K 03)である。

を伴ったものが1基(SK34)である。ベニガラを検出出来たものは 61主(S K 25 . 26 . 53・79・

81・92)であるが必ずしも 底面から検出されたわけではなく人為的に敷れたと判断するには

資料に乏しいと忠われる。骨を検出山来たのは12基(SK05・22・23・25・26・29・39・55・80

90・92・97)であるが、全てが底面に接して検出されたわけではなく、また骨そのものが人骨

かどうか鑑定するには難しい絢片ばかりである。 II[ヌーで検出された j-_JJ1:A/"'t=77j去の長車111方向はN40
0

W --N1150Wであるが SK05だけは この範!H!外でN5
0

Wであり入F骨の出土tた況等からもこの

土拡のみが特異であることがわかる。さらに77基の土地群は15ラインを境にして北(A

(B群)とに分けられそうである。 A群はSK23・25・34・35・40・41を中心として、 B群はSK

70~83 を中心として、その毘辺を環状に土拡が並vぶものと考えられる。さらに B群の S K80・

81・82の切り合いはl明確で古い)11員に SK80→81→82となり、この 3つの土ば出土の土器は同時

期であるが、土ほの作られた時期lにはi時間差があることがわかる。

III区検出の土J:Jl:は3 S K 151・155・156)であるが特に SK155からは後期の深鉢形土器がは

115 -



ぼイI，'il休まとまって'I'J'

}J，ーととも l二出 1--してLミ

フ
イミコ

flliに )1二filf亦.11q己行j古

，h午ηII~f]:!:JJ は不 11りである

が、1II[互の埋斐(士、役

}明のtll製j主計::Jl=;_"I-_{~H: で

JJ!IT]部↑:半はないカt

丈が底部まで泊された

ものである。

以上泣について述

べたが、藤株j立跡が縄

文前 s 後=rI免jUiに営ま

れていることカfうかカf

える。

N 

第67図 土地長軸方向
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第69図 5109・12・13出土土器
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第71図 51 15・21・22・24出土土器
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第72凶住居跡出土石器

ζ二二〉

-121 

ζ二ユ

く二フ

くこ>

に~一一=---:::=>

1 ~ 3. S107 4. 5. S108 

6 ~10. SI09 



~ 
く二二〉

V
 

九

〈二二三

く二三〉

く二フ 第73図住居跡出土石器
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第75図住居跡出土石器
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第 2節 出土遺物

}住株造物の出土品は遺跡の調査経過その他で記したとおり、遺構外からの出土品が多い。今

した地rzは遺跡;の一部にすぎないが、造物の拾場が傑認され、そこから多量の土器が出
土した。その量はコンテナ (60 40 20crn) で約400 ，í了iほどあり、これらの土器を単年度で粍fll~

し報告書にまとめあげることは無理であった。そこて、造物の完全な物を中心l二回化し、それら

を中心にここでは扱うこととしたっまた図化及び掲載資料については今回の調査で出土した遺

物の大III各が理解できるように配慮した。

土器

十守した十~~i:: は ものである。縄文時代前期から縄文時代晩期まで

のものがある。前期!の円筒ド層式の土器群は竪穴住居跡の埋土から出土したもので、それは

構の項で報合しであるのでここでは取扱わなL九中期の遺物はない。 後期から晩期の遺物がほ

とんどで、中でも主体をなす土器は大洞B、BC式期のものである。

第一群土器

縄文時代後期jの土器を本群とした。庁iJ葉から後葉までの土器があt)、細分がロJ能である

第 1 類土器(第94図 1~4 、第 106図 86、図版33- 2、図版42-57) 

無文地にらu誌で文様が砲される{中間を とした。 深鉢形(1 )、 ( 3、4)がある。

1 は口主主部が垂直に立ちあがる深鉢fl予の器fF~ をなし、頭部に文様帝のあるこ仁器である。 υ~;まと

平行に 4本の沈線を地し、それに直交して沈線が数センチの間隔をとり交互に施され、これに

よって文様帝は大きく 4芭凶iされている 2は頭部が少しくびれ、口縁部は外反し、口縁がゆ

るい 4つの山形口減をなす深鉢形の土器である c 口減部と胴部に文様がある。頭部文様iii;:は

せまく、長方形の'it4誌が施され 4区画されている。山形口誌の直下に貼りコブが付く。制部丈

様帯は山形口縁にあわせて 2~3 条イ丑の沈線で大きなS字文を横{立に 4 回くりかえし施され、

上の空間部に三角形文が施されている。 3、4の童形土器は、口隊音15が「く」の字に外反し

RI，iJ部が逆「く J の']-:に張 1)IH した器形をなす。 3 は小形で頚部と/l阿部下端に沈市~;~が施さlL、沈

にはさまれた制部に文様帯がある。粘土紐:積重ねの状態が内側でよく認めることができる

4は頭部がくびれ口禄が外皮し、胴部中央部に最張部のある壷形土器である Q 文様帯は頭部と
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JJlliJ fns-!サ;討の沈線にはさまれた)J[山部にあり、!よ L 、 rlJ をもつり丈伯ト;i;: の丈tì~1清成には出H iJ ilíl] は必め

られな L、。r，昨;日H形杉カか込ら悦ると H免j削り引j初初J!J訂itiのものと も仔えらjれLるカが1、j沈尤i半和判椋(:;可涼:;j京ji{の;灼依古羊 f但カか為らは4本ζ1知:立坑([の{引刊仲Ij中|ド11日山i日叫iリ!と

;イJ号}

なし、そこに弧:1た丈カi地されている。

第2類土器 (第94図 5・6、第9612116、I'XIJ:Ji33-4、問版34-10) 

j也丈にあらいふim，::とを地し、たL てい区ffTlIし、 j't，j:;iunJのせま L ~:i弘之を し、iコゆるI}l!

出縄文の 1'.苦手を とした。色調は灰白色をし、部分(I(Jに黒JXEがある。 IJfi'I-.にお!日沙粒をたむ。

5は4Wi!のUJJI:;口誌をなし、 しくびi.Lる鉢JF~ ~ I ~_ ~fg:て‘あるの出村li に 2 ~1三の(.七点ljiが地

され、その[1¥1にトa下交liに4IHI ~~::_ fiJ丈が地される。 6i土服部下端部に最大IIJli\ をもっ五tH~3 I *_ ffH=で、

あるつ 51可保胴部 i汀マに 2フドグ>'Ii.行沈線が地され、その11司に 3本の鎚:1犬の文が地きれ、 ト下

の沈i誌と交わる点と、直角に1111る部分にfLJJJラ竹管丈が泊される υ 7は5とl可ti'jミな器:11ラをなし丈

椋+昨成もIf弔問ね:である。:I主う点は J二音ISの平行沈iiilが 3 本、ヰi の ìt*jj~に長 IIJ}F;の沈線され

ている点であるつ第96[;<116も本栢と考えられる応部の破片である。

第3類土器 (第95図 8-11、&1196同一17、凶n反33-5、121版34-7 . 9 ) 

L 、わゆる植え'を主体とする土器を本類としたu 縄文!京体は細く 1~1\1.いものを使用。色調は

黒色を呈し、!ヂfi立された而はよくかれ光沢があるの 8は)Jl!IJ部でくぴJ.L、そこから口縁部にか

けて外!乏し、二つの大きな もつ深鉢形の十12である。突起[--立1Mは欠しており不明であ

るが、図のように平になるか、またもう ーっこの|時期j特有ーのノト突起が付くかはっきリしない。

i1紋部文様は太い沈線で大きな突起 した大きな入組帝縄文を構成するの j尤中~1iの内 j~1]に背

1-1-官;丈が沈と iド二地さh、この丈は左右からiljllj1きされて泊立;きれている 服部丈

様子ij;は沈線だけで「の」の字状に区画された丈t~が 81111 くりかえされている。口政部、 JJI!îJ部、

底部には沈帝京と背竹管が王子行に地されている。 9l土IJjIij部が外ばしながら少しくぴれ、肩部が少

し張f)出し頭部で再びくびれ、そこから口綾部に向ヮて内汚しながら外側にのびて nff~誌に達す

る深鉢形の土器である。日続は 5i回の波状に誌をなす。色調は 8と同様。 rl絞育ISにキザミカサむ

され、胴部上半と下半に磨消縄文の文様がある。 10、11は奇形仁詩である。 10は仁i紋部のみ

で詳細は不明。 11は完全な土器である。 )JlliJ部には模式図のように 2回同様な文係がくりかえさ

れている。口~~"京 ~I) とJJlñJ 部のう長り出しカ;'fU各同ーで頭部がくぴlL、そこから日縁部にかけて直線的

に外Ii_するt引

{本を推定することは

hるQ

であるが、縄文及び胎士などから判断して本類の仲間と考えら

ヰ類土器 (第95図12、第96図13-15、図版34 6・8) 

!害j肖縄文が主体をなし、縄文が3類よ 1)組!かく、晩期の縄丈に.ifr¥，、:1犬態をなす仲間であるの
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12は台付の鉢}f;土器である。!Jfr昨日下端で大き

く怯り出しそこからゆるやかなカー

にし、部から口紋古I~にかけて外反する。

JJ['iJ音15に丈捺帯がある。

22Eii内外にスス:lkJえ化物え);'H若して

13、 、14は11と非常によ

く似たr.;-fJf;; をなす7.j ，'iJliîJ 吉r~の張 r) 7.j;まみみを

す/~:が異なる υ13は出部に1Ttïができ rlJ をもつ

ものでIJ免ltJJの日や注!こ!土器に受けつがれる

器形である。日続古[;とfJ阿部上品!Ijの縄文の残し

り後JJJJの仲間とした。 15、

第 5 108図102、103、105，

図版44-68)

j架鉢ー壷形土器摸式国 (8・11) いわゆるコブ付土器の仲間を本類としたっ

102は底部は尖底に近い丸底をなし少し土底になる。胴部下半に最大r!J話をもち、頭部がrlJをも

ち、そ して口 n;まに る口土器であるの口投部、 !};N部、服部に地立;の縄文を残

し、平行沈線3条一組として施し その_Liこコブを ~r~ f)付ける文様が主体をなす。口縁部に比

較的大形のコブが付き、これによって全体が4民間されている。これに対応、して

拡:1えに丈桔;が砲され、また!服部の大きめのコヴも向精:である。 103は鋭部に縄文、沈帝京、それ

にコフを貼 f) 付けた注口土器である 104は fl5~期の注口土器にある口録部をなすが、腕部上半

に底いlを帯をA-下して区画し、そのi討にi司じようなlを帯で弧状に丈僚が施される。 105は

でコブは付かないが、底部の状態や全体の ~i;:Jf;;から{支出!のものと判断してよいであろう。

縄文時代11免期の土器を本群とした。

第1J:fl土器

命よって柿分できる。

fì 本 n;~:仁誌の írjliJiを木知とした f 木知に共通する特位は全ての土佐にスス:I}¥:}炭火*mが付着

していることである。器11ヲと文相i等によづてさらに細分が口J能である。

a類土器 (第97[:)(119~初、1'~1 J:友 35-11 ) 

計百ISが内l;すして胴部中央が1'1;ったり張 f)IHし、 くびれて、そこから口帝京に向って

的に る+.1誌であるハ
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文様は頚部以上に沈糠と科突丈などが施され、胴部には縄文が施される。 19は口縁部破!?であ

る。口唇にキザミを付け、 官[5に小突起が地される。文様は沈線と刺突によって構成され、下

端には双頭のコブが縦に付けられる c コブの付き方は i二1fí~~~部のノj、突起とわj-!;[Sする。 20 も HI九同慌

のものと思われるつこの文様は 32の鉢1F~ ~f ..1+f?:のものと共通する

b類土器 (第97図21~ 23、第97図25.26、図版35 12. 13事 15. 16) 

22形は a主Jiと 11 と 三叉:1た入組丈 s 弧:j先立;かすむきれるiL!ljl司であるコ 22

はE同部上端に文様が地され、 21にもその同1}j~5がある。三叉:伏文というより沈根の端に L叉丈が

付くといった方がよいほど長いものが施される。 25はj主続弧:伏文、日J/，I:丈が地される。 26は一ー

叉丈だけでIJ同部との境には沈械がな¥" 0 

c類土器 (第97図24、図版35-14) 

{7号形は a類、 b類と同様であるが、頭部のくびれが弱く、合部が直線的に外反する特徴があ

る。 24がそれで文様帯が口縁部と胴部にある。口減は小さな波:1犬仁1fí~~~ をなしーつの突起が付け

らjしている。 Li j11LJi犬i-i誌にあわせて上に開く弧状丈が;色され、その向に三叉文;が

施される。胴部文様帯は三叉状入組文が地され、沈線で区画された部分に縄文が地される。

d類土器 (第99図31・33、第100図36、図版36-17、19、21)

台部が車線的に外反し、 ij~J部は内向しながら立ちあがり、最大[11話が制部上tilt にあって頭部か

第拘留 台付鉢形土器
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ら口 命かけて内おうする体形二!こ加である。 31は口縁部に大小の上に開く弧状文が摘され、 !二

i郊のものが小さく、下部のものは卜の二つの弧状丈をつつみこむように施される。 32は仁i唇

部にキザミと双liti突起が付けられ、 J3Z Vti突起の中心から人組丈が出てくる。頚部には中Illf~ l，、入

組丈が地され、その!I¥jに刺突が地され、いわゆる下山-伏文を思わせる丈伎がつくられるう 33は

仁i 政部がずあがる器形をなし、 j土手JÌ~ 3条と L:..とヰ!の沈線問に刺突文がIむされる。台は

第2類土器

鉢Jf~土器を本~m とした。器形、文保などからさらに細分できる o

a類土器 (第99図30)

!J同部['.半部にくぴをもち、そこから泣線的に外反する深鉢形土器である。 u縁には大/ト

2 Hlの突起が付き、そのrll央部仁L)i! )JliiJ部くぴh司;の l-.rmにあ

、
)
 

8
1
 iご1)仁三段地さ hるの入会R部分の ー叉丈をな

b類土器 (第99凶32)

日間部上半古じからまっ i立ぐに立あがる持形をなし、頚部でいくぶんくぴlLる鉢ilラ上器である。

口誌に双ITH突起が付き、 u縁部には二叉:1た人組文、その 1"には 3条の沈椋が地され、沈総のrMJ

に先端方IIラの工具で刺突丈が地される。この刺突立;は19のそれとよく初、たものであるひ

c類土器 (第99図34・35、図版36-20) 

腕部下~'[':が欠陥して不 I Ij~J であるが鉢形をなすものと考えられる。 らゆるいカーブをも

って立ちあが 1)、口縁で少し内汚するi初日をなす。口

平行沈線が地される 5 以下は縄文が泊されている。

d類土器 (第 100図37 ・ 39 、 [~~JJ坂36 22) 

小形で!点部から LJ~;0~古 ISにかけてゆるいカーブをもって立ちあがる鉢形土器である。 37 、 39 は

波状口縁をなす。 37は帝状丈が口減部に地され、玉抱きと土叉丈風の文様が泊されている。 39は

キザミが施され、その下に 2

口 ーj主弧:1た丈が地きれ!兵部に沈i誌が37が 1条、 39が2条泊されている。

e類土器 (第100図)

器片3はd類と である。口減は波状口減をなし子is突起:1たに くなる。文様帯は iユ紋

部だけに限られ、二i叉状入組丈が施されている。

f類土器 (第100図40・41・43・44、図版37-26・27)

縄文の方面された小形の体形土器で41 、 44のように台の fJ くものもあるの 43は顕吉I~がくびh 、

口 叩 1'1'~fしがある ο

ま類こと器 (第 101 同45~50、第102図59-位、図版37 28、図版38-29・30・31)

4fVi丈のノト W;; 鉢}f~土掃を二本頑とした。器11ラによって①46 、 47 ， 49、59， 62のように少しカーブー

をもって立ちあがり仁i禄で芯'T.内ばするもの。②48のように直根的に外反するもの。③50めよ

同

h
d
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第103図 浅鉢形土器 (69.70は日)
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第105図浅鉢形土器
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うに波状口縁をなし口縁が外反するもの、④45のように制部から内傾し ような形をなす

ものなどがある。

h類土器 (第102図51-58、図版38-32・33・34、図版39… 35・36・37・38・40)

いわゆる1'[L裂の深鉢形土器である。 g類土器同様器にノくラエティがある。①51、53のように

外ばするもの。②54のように内汚するもの。③56のように直立するものなどがある。縄文;は原

体を科J二回転させて縄之がに点るもの (54、55)の{也はれ縄文カ;多L、。

第3類土器

i:日本形町)卜~*H: を一括して本相としたυ 器形、文様によってお!I分することができる o

a類土器 (第10312163・64・65， I~J甘え40-41 ・ 42)

~t帝京によって区間された入組丈に縄文が伴うものである。 63は二つの 111形突起をもち、

がjし底!武のものである。 64は口縁部if:f!lf:，立主任でJJlnJ部に沈棋が地され、それより上-'y:は外!之する

65は底部がlよく、制部から仁U~まにかけて内おすする浅鉢形をなすものであるつ

b類、土器 (第103図問、第104図72・74、凶版40-45・47)
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とした土器であるョ?均o. 7η2は頭

る器7形杉をなすo 72・74は山形突起をもち、 72はg阿部に帯状丈が施

されている。 70は胴古Gに迷路丈があり、そのi十1に刺突丈が施されている。

c類土器 (第103図69・71 図版40-44・46)

縄文は全て地されず、出表出ーが美しく剥キiきされ、そのートJ二変形文、三叉丈の施された[二器で

あるの 71は口減に双頭突起が付き、胴部が!〈」の守:に張 1)I~H した器形をな

d類土器 (第103図67・68、図版40 43) 

いわゆる下i京f:伏文の地された土器である。底部は広くつくられ、戊い 1--器である。 66はゆる

いカーブをもって外反し、仁Iij~支部文総、日|桔15丈様i計、胴部下端と三つの文様帯からなる。文

様帝は三叉状入組丈が主体をなすo 67は71ほど張り IHしはないが、胴部がゆるやかに阪り出し

頭部でくびれ、そこから口縁にかけて外反する器形をなす。仁!技部文様fiY、別部文様'R?ともそ

れぞれ見なるが羊 M~i状丈が砲されている。 6侃8は[底￡部カ

つて立ちあがる;浅支主鉢本でで、、 仁i特にキザミがすむされ、 口縁部に所;百一、伏文が地された L誌で、ある。

e類土器 (第104図73 ・ 75 ・ 76 、 l~gJX:40 48、IzlJ:Ji41 50 ) 

縄文だけ地されたこ1:誌でもある一 73・76のようにゆるいカーブをもって外反するもの、 75のよ

うに直純t'Jなに外反するものなどがあるの 75 は未;:，~のごL器である。

f類、土器 (第 105回77'~85 図版41-51-56)

1!民文の;支鉢1りを -j-i号して どした。 78・83のように くびれるもの、 85のように外反

し、仁lij;~( 二 'jで くものもあるが、一ー般には77・79・81・82・84のようにゆるいカーブをもっ
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第107図 台付浅鉢形土器
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づて立ちあが、るす1i=J杉カf多い。

第ヰ類土器

合付j支鉢JF~土;誌をー抗して本1m とした。丈掠器}f;;によって 4 つに分加できる o

a類土器 (第 106図 87 、目、旬、 1~JJ:ji4 2 58、60)

縄文を多用し、う的に外)乏し、底部から LI ねkにかけてゆるいカーブをなすす:汁:~であ

る。 87は中央の凹む 6fWIの山Jf;;'Jj三起が付(}-られる。 1J i If;jた起を中心にしてその左右)j同部に三叉

;伏文が施され、その両íHU は ~H'に垂 1'- された沈お;l

l可 6回くりかえさ jしている。 91はi皮:1犬n~~~k をなし、 x

が大きく i付湾する器ff;をなし 三叉丈と 5Jll状丈によっ

b類土器 (第106図88-90) 

器形;土 a類より服部の fjーブがゆるやかである口 fむは

られている。この文様は UI}日 )~J包

-伏文が地される。 92は口

きれている一コブカミfJくσ

n う丈掠があり、三叉

.~I犬入組文が施される。 88は口 縄文部:がある。 90は[]~:ま内側にも J; f) 

文を地した大きな突起が付けられる

c類土器 〔第106図93、95、図版42 59) 

底部から

つき、文相;は口

し、台部は丹、反する器形をなすηi二i誌には双原突起が

まい範囲に年白状丈が施される。古音15には透し彫りの三叉:1た入組丈が

方むされているつ 95は っていたもので、 j乏し!正りのある白をもっ J:.JF;; の浅針，~ ìF~ 

土器である o

d類土器 (第10712{j96、97、錦、 99、刊号、 10LI:J<I申込2 62， 61 63-67) 

無:立:の子;十h支鉢形十15を本類とした。器 }f~{ 土 b fHと!liJ慌で‘ 96， 97， 98， 99は波状u紋をな

し、 101は4i留のiJ，)z:1た口政をもち、 100は干紋で、仁I<<~まにノ〈ラェティがある。 99のように深い形

をとるものもある。

第 5類土器

iT仁l土器を とした。 縄文時代を通してj主口土 も多くうくらjした11主ItJJにあたるため

吋 j[v'j主口 非常に多い。器形から大きく a、bの二つに大lJljできる。

けるいに図参1m)

a類土器 (第 108国 106~ 109、第 109国 110~ 117、第 110図 118~ 123、図版62-69~73 、 63-74~79 、 64-80~83) 

顕在日がIIJをもち部(:Iftになり、 LI政部がその 1-，に外反してじっる器形で、 )JI可i'iISの器JFョによってさ

らに細分できる

1 )、 106、107、110、111、112、116のように山村1;が比較的長くつくられたものがある。こ

れには111のようにlJli，]i~:じ上半に比総を施すものがある。これらの註:_u i'HSには三栄丈などは泊さ

れずコブ状の!日部が注口 m~の!てにf-J‘けられるだけである。文様は 106 を I;~'; し、て沈 i誌が施される

162 
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j主口土器模式図

ものの他は る。

2 )、JJI付Ij/.J，];I)かくつぶJ.Lた状態をなし、JJ[lij

/}lj1Il央部にl攻科(をもち、いわゆるそろは、ん

のようなn_;をなすようになり、 とJJH古1)の

j克、すなわち!JI山ゾ1":こが;}(:>17.に泣い形をなす

もの108、109、113-115、117-123などカiあ

る!ーこj，L(二 主まが本~I三なもので仁l

~!汁γ 沈!í:lí~が 2 条泊される 108 、 113 ， 118、119

のようなもの、②注11部のある正而のυ紋に

突起を有し、文憾の砲される115、117のよう

なものとがある υ この仲間には13::u部に三叉

丈の地されるのが一般的となり、 118、119，

122、123のように注u部以外のJJ[riJmSにこ叉立;

及び入社l丈の施されるものがあるョ三叉丈を

と化したものもある (11

9、123)つ

b類土器 (第110図124-126、図版46-84、85)

は3， r!;I~ で a より少ない【JJ[iij 音!)下半が aaWの口 ~:Y(m) をすっは， 1) le( 1) l!，j;いた器JIラを呈すリ

1mより外反し、その骨だけH1ilJ部の背たけが底くなっている η この仲間には①124、125のように

に.ilj:いJF;で立らあがるもので、 125のように起頭突起をもち、 jF市に三叉状入車日丈

が地され、背音ISはなだけのもの、②126のように五l却が内ばし、丈掠がすiijfli全体に砲される

ものとがある内

第 6類土器

を一抗して卒、mとしたコ

全体に縄丈が施されるもの、部長丈のものなどがあり、器形にもバラエティカiあ 1)6 Ju仁志11I分で

を-:1克にと三!三が無文で1J[riJ音!~以下に制点;が陥されるもの、

きる

a類土器 (第111図127~ 128、130、132-133、第112罰134-135、図版47-86、90、87)

三千以上が主任丈で、!JlliJ1mにお民文の摘さ hたもの 127、128、130、132-135などがあり、

うごさhた132、133などもあるつ 133はfJ日;-It引付加Ijにも

128はLl辱にキサ、ミが1Jむされる

が施されている

b類土器 (第111同129、131、図版47 89) 

に縄文が泊されたもので129 、 131がある。 129 の i:iUl丈{土日[r日I~ 以下は縦に、 131 は口結
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第112図壷形土器(138は%)

-168 



¥
¥
¥
¥
 

第113毘童形土器

¥ 

169 -



¥ 
ン時事

155 

第114国軍形土器

-170 



部が縦に走る。

c類土器 (第 112図137~142、図版48-94~95)

精製土器の査11ラj--器でyJIj:fl徳干iJJf;j:器などと呼ばれている仲間である。 137は無文で美しく

誠司名されたこ!二器て¥胴部上端に|荷帯2条と縦に 4個の双頭突起が付く。 137の口総部は140の

ような形をなすものと忠われる。 141 、 142 も同様で、あろう。 139 は IJ~J部に上・下 2 つの文様

fi;;があり、模式1')(1のような x'(:Ikの、それぞれ同…の丈掠が2U:IJくりかえし地文されている ο

d類土器 (第112図138)

大形で別部上JJijがリiとり 1
11¥ 11fi:である。 宅列点丈、服部に雲形丈が泊されるもの

である。 ドヰ三は

e類土器 (第112図136、図版48-93)

:: ~土 iiji丈及び入組丈が(砲されたものである。 136 がそれですJ2形は日間部から

内{頃する変った器形をなす。

f類土器 (1 13図143~151 、第114図152-159、図版48-96 、図版49 、図版50)

~t!lf;丈の歪 JIラ土 i誌を寸舌して本類とした。①穎音r~に沈線の地されたもの (144 、 159) 、②胴

部上半に沈線の泊されたもの(143、156)、③胴部の張り出しが下半にあるもの153、④147

のように張り出すものなどがあり、時形にバラエティがある。

その他の土器 (与~115図、図版51)

多孔底土器、第114図160、161、図版

多孔底土器は三点出土しているつっくりは

軍形土器模式図 (139)

ヴ
t
宅
・

4

見るとおり高さはこの程度で低くつくられて

る。孔は内側(上)から外に向って穿たれ、

外相1] (下)の孔の凶凶はあらく I~部がある。

160の底部には脚と思われるものが付けられ

ている。多孔底土器は献様土器とも呼ばれ瓶

のような働きを与えられている。実際F瓜のよ

うに器形は鉢形をなすものと、どド遺跡のよう

に板;j":/(:に近い形のものと:種あ 1)、使われ方

にも 2干呈あったことが想{象きれる。

有子し護形土器 (第100図42、図nli37-25) 

壷形の器形をなし、同のように底部に貰孔



が一つある二k器である。土器のっくりは雑で、器市調裂も行なわないで縄文が施されている。

孔は焼成前に内WIJから外に穿たれている。孔に栓をした形跡などは全く認めらlLず。用途はは

っきりしないが、この孔に口唇をつけて横笛のように吹くとよい

えられそうである。いくつかの遺跡から類例が出土している。

た。楽器の」ーもEとも考

1轟轟

ヒzコ: 官能

第J15図多孔底土器
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土製品

袖珍土器 (第116図1~ 9 、第117図10~15 、国版52- 1 ~ 9 ) 

小型で手ずくねの土器が多1， 1 ~ 2は台付でt日斗ミなっくりのものである。 3は反対にきれ

いに整形されている。 8は童形をなし中に石か何かが入っていてふると育がする。土鈴のー千長

とも忠われるごL:器である。 10~14は比較的大きめにつくられたもので11の器表的iは黒の光沢が

ある。 10~13までの 1..'(，誌は査形をなすものであろう。

双ロ土器 (第117図16)

底部の破片ーであるため上部が本当に双口であったか否か明らかではなしミ。正而から見ると中

央部に!t1Jみがあり、その両{則が{+三となっている。立石遺跡に類似の士:r.ifが出土している。その

土器は中にある慢の i子部に両方に通ずる孔があるが、藤株出土のものにはそれがなし~

語形土製品 (第118図17・18、図版52-10・11)

2点出土しているのいずれも沈総で施された文様がある。 18は小型のものである。

えタンブ状土製品 (第118岡山~23、図版52図12~16) 

{従追うオ米!伝ミカかミら ス夕ンフ"，状i打伏f犬t仁けけごゴオ士J上一7ゴJ

製i品弘として扱つたο22のいわゆるスタンフコi犬土製品には沈線で文様が地されるのが-般的で、

キノコ状のものには全く文様が施されない。またスタン 7
0

;[犬土製品のように幹の部分に孔のな

いのが特徴。本当にキノコを慌倣しでつくったものかもしれな1，'0 23は異質なものであるが、

スタンフ。状土製品同様幹に孔のある土製品と思われる。

耳飾 (第 119図24~31 、図版52-17 . 18) 

?，[~.車形耳飾 (24~28)と耳栓形の30・31とがある。 25・26は表面に文様が施され、 28は横に

孔が地されている。 30・31の耳栓形のものには朱が塗られている。

腕飾 (第 119図32~34 ・ 36 、図版53 20~23) 

完全に.i[いもの2点、その他2点計4点出土している。 32・33は米が塗られ、側面から見る

と弧状をなす点など共通点が多L‘。 32は完形品で、中央部がー段高くつくられ、その1::，二d9J巻

丈が地され、 1，1i}端には粘土粒を貼 1)付け、そのJ二に小さいIjnj突丈が施される。粘土粒貼り付け

た部分と渦巻文の地された部分の間には 3条の沈線が走 1)、外iWJの沈線に貰孔された孔がある。

孔は阿iWJからすそたれている。 33は右側端が欠損。文様はf1hj端と中心に粘土佐と粘土粒の貼りつ

けがおこなわれ、両端は'fJ心に 1側、それを問むように 6個の粘土粒が貼られる。 34は環状土

製品と Jl?えられる。 36も同様の性格をもったよ製品と考えられる。

畏形土製品 (第119関35、凶J;Jli52 19) 

先端部が欠損し全体は不明であるが、損部に貫孔があり、そこから服旋状に突起を施しなが

-173 



ら粘土帯が廻る。一見してサザエの貝を想起させる遺物である。

有孔土製品 (第120図37)

頂部先端に貫孔のある土製品である。全体的に細身で偏平なものに粘土統が貼りつけゃれた

ものである。

土版 (第120図38、図版53-24) 

いわゆる偏平な士版にならず、控rr面が図のように小手IJ7fgをなす土版である。 沈線て"IMJ

弧;1犬文などを施している。表雨は人面を表わしている。

三角形土製品 (第 120図40~43、図版53- 26~ 29) 

40、43は完形、他は一部欠損している。 40はY字状の沈線を地し、その間に弧状丈が施され

ている。 41は横位の沈線が施されたもの、 43は無文である。

円盤状土製品 (第 120図44~49、図版53-30~34)

土器片を円形に加工して円盤状にしたもので、縄文時代後期の土器を再利用したものである。

土偶 (第 121図50~57、第122図58-65、国版53-35 、 36、図版弘、図版55)

調査で発見された土偶総数は30点である。全て手足、首などが欠損したものである。全体を

推測できるのは 1点だけである。大きく後期の土偶と晩期の土偶に分けることができる。

(後期の土偶)この時期の土偶は人体を写実的に表現したものと (51) と抽象化された土偶

(54、57)とのこ種がある。 50は最も完全に近い状態の士偶で、ある。体部を一段高く隆帯状に

した所に円形竹管文が施されている。両手、両足は欠損しているが、首は最初から造られなか

った土偶である。首なし土偶としては古い部類に入るものであろう。 51は体部に全く文様が施

きれず501可様写実的に作られた典型で、乳部の乳首までしっかり表現されている。

54は頭部が前に突き出た形をなし、顔は弱から鼻にかけて r状に造られ、口は十字に切らII

抽象的に造られた土偶である。前頭部上端には粘土紐を撚ったものを貼り付けている。 52、53

57のように小形のものもある。他に手、足が多く出土している。

(晩期の土偶)121図58、59、部、 74、76、77などがこの時期のもので、いわゆる遮光器土偶

である。中空のもので59は口が透し彫りにつくられている。 60は腕の破片。 74、76、77はこれ

らの土偶の頭部に付く装飾の一部と考えられる。 76は動物の顔を形どった風に見えるものであ

る。
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第 i表土器計測表 ( )内は

121番号 立与 }!ラ
法 iJl，てトJ出区 主詰

LJ sそ(cm) b壬?主(cm) it且五さ (cm)

l J架鉢 IIラ 22.0 11. 0 34.0 4 B II下
2 j菜鉢，ff; 15.9 6.8 18.6 23 E II下
3 i来鉢 )f~ 5.1 8 C fI 

4 笠でiニr~: Jf; 13.0 8.2 24.6 22 B II --[，' 

5 ;友 )I~ 11.6 4.8 12.4 14 E II 
6 8.0 4 C II-f 
7 査形 11. 3 5.5 11. 0 14 E II 
8 j菜針 :W; 23.5 (11.0 ) (33.0 4 B II下
9 ì~t~ 宇 lf~ 29.0 9 E II-r 
10 j茶会ド jf~ 19.0 6-E II 1: 
11 10.4 4.4 5.1 2-E 

12 16.4 7.0 13.7 6-B II -1マ
13 fi1寸針I.1I; 10.6 6-B IIIマ
14 1I; 8.5 4.2 11.6 6-D lIT 
15 1lE J ]F; 9.1 7 A II下
16 10.8 3 B II 
17 7.8 8 E n下
18 9.5 

19 て;十J-~本形 32.4 

20 古f寸鉢lfラ 7-A 

21 子;付鉢JIラ 16.8 5 B II下
22 台{す体形 15.4 7.4 15.0 

23 ず;付鉢]f; 22.8 ( 8.5) (22.0) 4-B 

24 合付金本形 15.0 8.2 11. 2 5-B 11 -[:: 

25 台付喜本fl~ 16.0 5-E II 
26 台{寸鉢JF3 17.7 7.1 12.0 5 B 

27 合H鉢形 9.5 4-A II 
28 5.6 3 B II 
29 10.1 4-A II 
30 i菜鉢!f; 30.0 10.0) (33.0) 6-D II 
31 ぞ;付鉢形 17.8 6 C II 
32 主本 形 21. 6 7.0 19.6 6 A 

33 台付鉢形 13.5 9.4 16.9 24 B II 
34 s.1I. ]f; 14.5 19 日 II 
35 2本 ff; 16.4 19-H II 
36 子iiすを本!f3 11.6 6.8 13.5 14 C.D II 
37 f本 ]1ラ 10.7 5.3 11. 8 17-F II 
38 主本 iIヲ (14.0) 5.6 12.5 4 A II 
39 2本 苛3 9.8 5.0 9.8 7 A II下
40 鉢 形 11.4 5.6 8.5 5 B II 
41 子if寸吉本!f; 10.8 4.2 10.0 17 G II 
42 6.7 4.6 13.5 3-B II 
43 生本 7F~ 7.6 ( 5.7) (10.5) 18 H II 
44 fiH'吉本)f; 5.7 4 C II 
45 鉢 5.1 6.2 8.6 4 B II 
46 針L ]f; 10.6 5.2 9.0 17-G II 
47 ]1ヲ 8.1 5.7 11. 2 4-B II 

q
d
 
oo 



器 背5
てy 法

出土地区 J向
口f壬(cm) !底f壬(cm) 同さ (cm)

48 鉢 形 4.6 7.3 6 C II -，マ
49 鉢 Jf3 9.6 6.0 1.1 18 H II 
50 3本 形 9.8 5.0 8.7 5-B II 
51 j呆鉢形 22.0 7.2 23.1 6 E II 
52 j菜鉢]f; 18.2 19-H II 
53 深鉢}杉 26.4 18 日 II 
54 j菜鉢 if3 14.0 6.5 16.7 
55 i菜鉢 7f; 10.0 17-F II 
56 j架鉢形 28.0 11. 0 5-D II 
57 深鉢形 10.0 6-A 
58 深鉢形 9.2 5-B II干ー
59 j菜鉢形 14.1 6.4 12.5 6-B II -，マ
60 深鉢形 9.0 18-H II 
61 深鉢形 6.5 8-B II下
62 深鉢形 18.6 7.0 22.3 4-B II 
63 j美鉢形 15.0 6.7 6-E II 
64 ;支鉢形 8.3 2.8 4.0 19-I II 
65 j支鉢形 13.5 7.0 9.5 18-H II 
66 j長鉢形 19.0 13.2 4.2 4-C II 
67 j主体形 16.8 10.7 8.6 19-C II 
68 i:l<鉢形 19.0 4.4 24-B II 
69 j支鉢形 9.9 4.2 3.7 33-H II 
70 j莞鉢形 8.0 3.0 6.8 4 B II 
71 j支鉢形 9.0 10.0 5.3 6-A II 
72 浅鉢形 13.0 8.0 7.5 17-E II 
73 j支鉢形 10.0 5.0 6.2 6-B II下
74 i支鉢形 12.6 3.0 6.6 5-D II下
75 浅鉢形 13.1 3.1 5.8 13-H II 
76 j美鉢形 14.0 6.0 6.5 24-B II 
77 i芙鉢形 15.3 8.1 6.8 18 H II 
78 j芙鉢形 6.4 7.0 5.4 5-E II 
79 j支鉢形 14.6 6.5 5.5 5-B II下
80 j芙鉢形 9.3 6.1 5.3 5-E II 
81 浅鉢形 13.5 7.0 5.2 5-A II 
82 i支鉢形 20.3 9.5 8.6 18-H II 
83 j支鉢形 11. 7 5.4 5.7 7-A II 
84 浅鉢形 11.4 5.8 7.3 5-E II 
85 i支鉢形 13.5 2.5 5.2 4-C II 
86 ←~ 10.0 4.6 5.0 18-H II 
87 台付浅鉢形 22.2 8.0 9.6 18-H II 
88 台付j芙鉢形 22.0 ( 9.0) (10.0) 22-E II 
89 台付j莞鉢形 20.0 (11.2) (10.0) 
90 台付-i莞鉢形 20.4 9.0 8.0 18-C II 
91 台{寸浅鉢形 21. 7 5 6-B IIIマ
92 台付;支鉢形 6.5 ( 7.0) 6-D II -，ご
93 台付;莞鉢H3 16.0 9.3 6.0 24-B II 
94 台付i芙鉢形 10.3 5. 6.0 18-H II 
95 台付;支鉢形 10 6-E II下
96 台{寸j美鉢形 32.0 10.0 13.0 6-B II下
97 台付浅鉢形 24.8 10.8 12.7 6-B II下

」制幽白
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81番号 者示 形
τ丁 法

出土地区 出 摘 要
口f主 (cm) 底任(cm) f~:J さ (cm)

98 台付浅鉢形 22.0 5 C IIIマ

99 台付j芙鉢形 18.4 8.4 9.4 18-H II 
100 台付j支鉢形 22.0 9.4 7.4 18-G II 
101 台付ì~鉢形 18.0 8 A II 
102 注口土器 15.0 20. 33.8 33-H II 
103 注口!こ器 18-F II 
104 i主口土器 15.0 II 
105 注υ土器 10.8 13.1 17.8 18-H II 
106 j主口土器 13.0 18-H II 
107 注口土器 8.8 15.3 13.7 14-F II 
108 注口土器 10 13. 11.4 6 B II下
109 注口土器 15.4 5-E II 
110 注口土器 12.0 6-D II -1" 

111 注仁!土器 8.3 13.8 12.2 18-H II 
112 j主口土器 10.2 13.6 11. 8 6-E II 
113 j主口土器 (20.0) 14.6 14.0 17-G II 
114 注口土器 15.7 6 E II 
115 j主口土器 11. 5 14.4 14.6 5-E II 
116 j主口土器 11.3 5 D II下
117 j主口土器 7.4 8.9 7.8 4-C II 
118 注口土器 11.9 15.7 13.0 18-E II 
119 注口土器 11.8 16. 10.7 3-B II 
120 注口土器 16.9 9.6 8-B 日下

121 j主口土器 15.0 6-E II 
122 注口土器 15.4 7-B II 
123 注口土器 16.0 4-B 

124 j主口土器 8.1 14.9 9.5 8 C II下
125 注口土器 9.1 17.4 12.2 4 A II 
126 j主口土器 6.7 8-B II 
127 壷形土器 9.8 8.7 17.2 16-B II 
128 査形土器 11.6 8.3 21. 5 6-C II下
129 壷形土器 ( 9.4) 7.9 19.6 6-A II 
130 壷形土器 8.6 8.5 18.4 5 C II下
131 査形土器 8 5-C II下
132 査形土器 11. 5 4 B 

133 壷形土器 13.0 4.6 12.0 10-C II 
134 壷形土器 5.7 5.5 10.8 3-C II 
135 壷形土器 5.2 5. 9.1 5-E II 
136 査形土器 6.6 4.1 5.1 5-A II 
137 査形土器 3.4 16-D II 
138 査形土器 5.8 18-B II 
139 査形土器 3.2 16-B II下
140 壷形土器 5.2 5-C II下
141 表形土器 5.4 16-G II下
142 壷形土器 5.2 5 C II下
143 査形土器 6.4 10-D II 
144 査形土器 5.4 6.1 11 7-D 

145 査形土器 6. 

146 章形土器 10.9 4-B 

147 査形土器 12.1 
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同番号 号主 形
i去

出土地区 出二十 抗j
口白ミ(crn) 出三五 (crn) I白さ (crn) 

148 奇形土器 8.5 5 E II 
149 意形土器 9.5 9.4 15.0 4 C 
150 査Jf;土器 3.7 7 C II 
151 査形土時 4.0 18-C II 
152 査Jr-;J~*号 7.4 6-E 11 
153 古!日土器 10.4 7 16.4 8-B II 
154 者!日 1-.すた 7.3 6.9 12.9 4 B 
155 長'[J日 =L-~6fI: 7.8 6.2 11. 0 5 E 
156 査形土器 6.5 18-E II 
157 奇形土器 5.3 4.9 9.8 14-B II 
158 奇形土器 8. 5.9 11. 8 6-A 
159 44112形 l'器 5.3 5.7 11. 2 7 D 
160 多孔!え土器 5 B II 1" 
161 多孔Ji~ 了f":%R: 4-D II下品

第2表 土製品計測表 ( )内は現存{庇

名 手本 (口mm怪 底(mm従) 時(mm日) Ilj ~J:地点 !音色女 H寺i明 4高

1 小形台付吉本形土器 (14) 7-C II -r'" 
2 小形台付鉢形二!こ器 41 25 26 17 p II 
3 小形ji日鉢形土器 36 11 14 22-D II 
4 小flラ鉢形二j二22 24 25 5-D II下
5 Fト形壷形土器 表採
5 ;J、;形鉢形土器 (31) (20 ) 8 B II 
7 IJ、形査形土持 4 A II 日免Jt月
8 土 主す 16-E f麦期
9 ノト}f;壷]f-;~L器 20 16 49 14-F II 
10 IJ、Jl三室Jf3仁詩 28 3-D IIT 
11 27 5-F II 
12 ノHf:;鉢形ゴ二22 23 14-E II 
13 25 26-D 後W1
14 50 26 48 3-D II 後i明
15 小形鉢形土器 14 6 B II下
16 59 25 日 II 
17 鐸状土製品 16 H II 
18 鐸:伏土製品 25 37 10-G 
19 18-D i立i王3.6センチ、!CfJさ2.0セシチ
20 16-D 直!壬4.2センチ、!告さ4.1センチ
21 12 日 i責任4.8センチ、高さ3.3センチ
22 スタンプ止たこと製!日l 9-E II 長さ6.0セシチ、If隠.4センチ、高き3.4-1ゴシチ
23 査状ノj、Jf;土製品 25 18-H II下
24 耳飾 8-C I 直1:0.9センチ、i手さ2.1セシチ
25 耳飾 8 D TI 卜冷 日}~期 ザ』ンチ

26 耳 ri前 3 C II 直怪2.6センチ、!字さ0.7七シチ
27 耳{出 14-C II H免1明 直花5.3七ンチ、!字き1.5七〉一千
28 王「 自信 16 日 II 直面2.7センチ、!字さ0.8セシチ
29 :f. 10-E II II'I (手2.0ぞLチ
30 耳説li 16 -D IIド 直径1.5センチ、!手き1.0センチ
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番号 名 (口mmf壬) 底(mm任) 器(mm高) 出二!二I也有 時期 摘要

31 :q' 自[ji 24 B II 直径1.5センチ、惇さ1.1センチ

32 土製腕輪 5幽 A.4“A II n免!t月 *i社長持.1センチ、I~M2， 3-1:汁、!特1.9センチ

33 ゴ:製 íJ9~輪 5 B II下 n免jリj 長さ8.0センチ、l幅2.2センチ、摩き1.4センチ
34 5 E II 

35 炉、:1犬土製品 62 73 7-A II 後期

36 m区 ， ill約3，5センチ

37 5 C II下

38 5 C II 長さ5.3セ汁、幅2.5センチ、取1.8セ汁

39 

40 角形土製品 5-D II 1" 一辺約3.0センチ、厚さ0.7センチ

41 :角形土製品 4-C II 一辺推定約5センチ、厚さ2.0センチ

42 二角形二t:.製Ifh 11 日 II下 --i!l推定約3センチ、厚き1.2センチ
43 一二角形;一1-，製品 12-G II下 -J?l約5.5センチ、厚き2.1センチ

44 円探:1犬土製品 4-D II 誼径約3.5センチ、厚さ0.7センチ

45 円盤;tk土製品 5 C II下 後期 直在約3.5センチ、厚さ0.7センチ

46 円盤状土製品 18-H II 後期 直在約4センチ、浮き0.5センチ

47 i円盤状土製品 4-C II下 直在約4.5センチ、厚き0.6センチ

48 紡推車 16-C II下 産径約4.0センチ、厚さ0.5センチ

49 円盤状こと製品 3-C uド 直径約4.0センチ、厚き0.7センチ

50 二L:. f品 7-E II下 腕部長さ11.5センチ、時幅推定8センチ

51 土偶{尚 4 D II 肩幅10.0センチ

52 ごり高頭部 4 D 後期 頭部幅3.5センチ

53 8-B II 

54 ゴ二{品質部 17 - I II 後期 頭部幅推定5センチ

55 土{品目阿部 14-I 

56 了土偶頭部 6-E 後期 頭部11届6.5センチ

57 土問 4-C  II 後期

58 土{局長支部 4 A 晩期 j忠光器土{品、朱塗り

59 二仁偶頭部 21-C II 晩期 頭部幅推定11センチ

60 土偶頭部 6-A I 

61 ゴ二{同腕部 6-D II下

62 ゴ二偶休部 6-E II下 後期

63 土偶腕部 16-F II アスフアルト付着

64 土偶腕部 6-F II下 アスフアルト付着

65 土偶腕部 24 C II 朱塗り

66 二仁偶脚部 19 H II 

67 j二{同脚音15 4-B 

68 土{再開i部 16-C II アスフアルト付着

69 土偶脚部 19-G 

70 土偶H司i部 15-F II 

71 土偶!向!部 17-H II 

72 土{掲)J土防rs 9-E II-r 

73 土偶開!部 8-C 

74 ゴニ(出頭部 8-C II 

75 土偶l拘l部 17-H 

76 動物土偶 17-G II 

77 土偶頭部 8-B II IIJ面5.0センチ
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石器

石器は干i鍬・ Ti封f~ .石!也・三)jl[J石器・ J岳製石斧・

石鍬

である。

出土した は794点である η うちアスフアルト したものが90(11 %) }~.I: である υ

イゴ担:は資計が!五倒的に多く、メノウ・ご1;!;;J:J1l石などもあるがわずかである

様に分類してみた。

I類無茎鍬(第125図 1~20、第 126悶 1 ~29、図版56 、 57)

を形態りJjに次の

a、平j左のもの(1 ~ 9 )で19点出土している。基部が九みをもつもの(1 ~ 5 )と!宜主主的に

なるもの(6 ~ 9 )とがあるの

b 、山主主のもの(lO~20) である。小引のものが一般的であるが、 jdl!の l主!T面の厚いものは9

~20) もあるつ

c 、門基でi~iJ辺部に扶りのあるもの (21 ~ 29)である。主!とりの深〈大きいものにはアスファル

トが している。

II類茎部が明確でないもの(第126図30~43、図版57)

断面形が菱形かそれに近いものであるの中には石錐と思われるものもあるが、ここで一括した。

棒状のもの (36・43) と柳葉形のもの (40・41・42)などがある。

III類有茎のもお(第127図44~斜、第128問65~80、図版58 ・59)

a 、主終身が、三角形か二等辺三角形に近いもの (44~57) である。また、銃身が臨めて細くな

るもの (58・59) もある。

b 、いわゆる判[J葉形のもの (60~72)。最大長が最大幅の 3

る。 72の断面は薄くなる。

c 、銀身が丸みをおびているもの(第128図73~80)。アスフアルトが

両も j字い。 も太く扶りも深くなし~

第3表 五銭計測表 ( )内は現存値
番号 分類 出土地点 層{立 石質 最大!福(mrn) 最大長(rnrn) !享さ(mm)

1 1 a 6-E II 頁岩 22 30 6 
2 1 a 16-H II 

頁長 岩岩
22 33 10 

3 1 a 15-F I 19 34 11 
4 1 a 3-D 頁岩 21 37 7 
5 1 a 25 E メノウ 21 40 8 
6 1 a 12-H II 頁 モliEif 26 37 11 
7 1 a 6-C II下 只 十fLムコS 22 48 11 
8 1 a 6-C IIIて メノウ 17 39 4 
9 1 a 21-B 真岩 32 45 11 
10 1 a 10-C II 頁 E 15 18 4 
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J合Eす仁: 分類 出土地点 層位 石賀 最大幅(rnm) 最大長(mm) 厚さ(rnrn) 1m] ;考

11 1 b 14-F 点羊i- 12 23 4 

12 1 b 16-D II メノウ 15 25 5 アスフアルト付着

13 1 b 14 E IIIご 手〔岩 21 29 5 アスフアルト付ー着

14 1 b 14-E 頁岩 13 33 4 

15 1 b 6 B II下 :五(岩 18 32 5 

16 1 b 16-G II 頁岩 18 33 5 

17 1 b 9-H II i守 守'-'三→TS 17 (48) 6 欠J員

18 1 b 15 E II t~l E 18 46 4 

19 1 b 5 A II下 ~岩 29 45 9 

20 1 b 23-E 貞岩 28 68 14 

21 1 c 8 C II ~{岩 14 21 3 

22 1 c 13-D I メノウ 15 (21) 5 欠J立

23 1 c 5-E II下 長(岩 16 (27) 10 アスフアルト付着 欠出

24 1 c 18 F メノウ 11 (26) 3 欠損

25 1 c 25-1 頁頁 岩 19 (36) 9 欠損

26 1 c 6-D IIIご 20 53 9 アスフアルト付着

27 1 c 4-B 頁岩 19 48 7 

アスフアルト付着 欠損128 1 c 16-E n 23 (58) 5 

29 1 c 16-E 長(岩 28 56 8 アスフアルト H着

30 II 8 A II 頁岩 7 22 3 

31 II 19-狂 II ~fご
頁頁 宥岩

12 26 3 

32 II 24… B II 13 33 6 アスフアルト付着

33 II 8-A 頁岩 12 36 8 

34 II 6-E II 
頁頁頁 岩岩fi 

9 32 3 アスフアルト付着

35 II 6 C II 9 36 4 

36 II 15 E II 16 37 4 

37 II 8-B I -口~ 子LムゴI 10 37 5 

38 II 17-E II 
頁頁 岩岩

10 37 4 

39 II 22 C 10 (38) 6 欠J員

40 II 5-E II 頁岩 9 (49) 5 欠損

41 II 15-C 頁 正，i王4 10 47 7 

42 II 16-H II 1ゴ岩 12 61 8 

43 II 9 D Il下 頁岩 8 57 8 

44 Illa 7-D メノウ 15 31 4 

45 IIla 12-B 
頁頁 岩岩

14 (27 ) 5 欠損

46 IIIa 6-E II 17 37 5 アスフアルト付ー若

47 IIIa 5-B II メノウ 16 (24) 3 アスフアルト付着 欠損

48 IIIa 13-E I メノウ 14 25 4 アス7アルト付着

49 IIla 5-E II 頁岩 15 (28) 3 アスフアルト付着 欠損

I 50 IIIa 18-C メノウ 17 (24) 4 欠J員

51 IIIa 6-E II 頁岩 13 24 4 アスフアルト付着

52 IIIa 6-E II 
頁貞 岩岩

15 (25) 4 欠f員

53 IIIa 16-H II -Jマ 19 24 3 

54 IIIa 5-E II下 メノウ 17 (23) 4 アス7アルト付着 欠損

55 IIIa 4-B II メノウ 16 23 5 

56 IIla 5 C II下 メノウ 13 (33) 4 欠損
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(番号 分類 出土地点 層位 石質 最大I1届(mm) 最大長(mm) 厚さ(mm) {箱 :者J 

57 IIIa 5-E II メノウ 15 (26) 4 欠損

i 58 IIIa 15-F メノウ 15 (37) 5 欠J員

59 IIIa 6-E II 黒熔岩 12 (27) 4 欠損

60 IIIb 25-G II 頁岩 13 (47) 4 欠損

61 IIIb 25-F II 頁岩 12 47 5 

62 IIIb 6 E II下 頁 ZιムJT 17 49 4 アスフアルト付着

63 IIIb 17-B II 頁岩 15 49 4 

64 IIIb 8-B II 頁 玄fi 11 48 5 アスつアルト付着

65 IIIb 5-E 頁岩 11 51 5 

66 IIIb 23-D II 真 石ふよJ 11 (53) 6 欠損

67 IIIb 25 C II 
頁頁 岩行

9 (52) 6 アスフアルト付A着 欠損

68 IIIb 23-D 13 (45) 8 欠J且

69 IIIb 18-狂 II下 頁岩 15 52 6 アスフアルト付着

70 IIIb 21-C II 
頁頁 岩宕

12 (56) 7 欠損

71 IIIb 3-A II 15 (64) 7 欠J員

72 IIIb 22-C II 真岩 12 56 7 

I 73 I III c 6 -E I II T 頁 岩= 24 (41) ? ろだ崎

74 IIIc 26-C II 頁 王ιふ玉i 20 44 7 アスファル}付付着着
75 IIIc 19-F I 頁 芝ιょ玉4 23 49 6 アスファノレト

76 IIIc 17-F 頁岩 23 50 10 アスフアルト付着

77 IIIc 5-A II メノウ 25 47 6 

78 IIIc 15-E II 27 50 10 

79 IIIc 19 B II 頁岩 25 54 11 アスフアルト付A着
」

80 IIIc 24-D 
)回マ~ ~ームゴJ 23 57 8 アスフアルト付着

石錐(第129図、図版59)

石錐は全部で106点であり、全て頁岩でアスフアルトの付着したものが l点ある c 錐部が短

いもの(6・7)と長いもの(1 ~ 5， 8 ~10) に分けられる。つまみ部から四方に錐部があ

るもの (11)つまみ部の tにさらに突起を作り出しているもの(12)もあり、これにはアスフ

アルトが付着している。
ヰ表 者議計j刻表 ( )内は現存地

番号 分類 出土地点 層{立 石質 最大l福(mm) 最大長(mm) 厚き(mm) {詣 ィ手J 

1 I 24-F 
頁頁 岩岩

5 30 4 

2 I 17-C II下 6 (39) 4 欠損

3 I 4-B 貝岩 8 47 4 

4 8-B II 頁岩 6 47 4 

5 I 17-E II 頁岩 5 55 5 

6 I 18-G II 百 石ι.i.J 7 53 5 

7 7-A II 自 芝Lム王i 5 49 4 

8 7-C II下 頁 互ルム玉S 7 66 4 

9 12-F II 頁岩 7 58 3 

10 I 4-A II 頁岩 6 67 4 

11 II 5-D II 頁 ~ヨJ 3 (32) 8 欠損|

12 II 6-E II 頁岩 3 (43) 5 アスフアルト付着 欠損

190 



右匙(第130図、図版60)

石匙は全部で162点うちアスフアルト したものカ{22点である。

I類 横型石匙(1 ~ 11) 58点(アスフアルト付着13点)

a、主要辛iJ離面を残し背面はつまみ部周辺にのみ加工を加えているもの(1、3、4、5)両

i苅JJU工のもの(2、7、8、 9)等がある。(6 )は光沢をもち、ていねし、な剥離を施して

いるの

b、つまみがこっついているもので、 (10、11)の 2点のみであるが、 (11 )のつまみ部には

アスフアルトが付着している。

II類 縦型石匙(12~19) 104点(アスブア jレト付着9点)

刃部が[出続的なもの (12~15) 、直続的なもの (16~19) がある。 (12) は両市加工をして

いるが、 (13~18) は主要争Ij離面を残し、片面加工のものである。 (19) は石袷とも考えら

れる。

第 5表 石匙計測表 ( )内は現存値

番号 分類 出土地点 層{立 石質

1 I 9-G II 頁岩

2 I 24-D II 頁岩

3 I 19-1 I 頁 ~ム三J 

4 I 19-G II 頁

5 I 5 E II 頁岩

6 I 7 B II 1'" 頁岩

7 I 21-B II 百

8 I 7-A II 百 ~玉j 

9 I 8-A II 貞岩

10 1 b 24 C II 頁 ~ムAf 

11 1 b 25-C II 頁岩

12 II 7-B II 頁 王Lム王j 

13 II 19 E II !=J. 7ι6 ムI

14 II 6-C II 頁岩

15 II 23-D 頁岩

16 II 3-D II 頁

17 II 22-H 頁岩

18 II 4-C II 頁 石ιょ.f

19 II 20-C II 頁岩

三玄関石器(第131図、図版61)

46点出土している。石村は

最大幅(醐) 最大長(mm) 厚 (mm) {蕗

63 45 7 

56 40 14 アスフアルト付着

72 41 11 アスフアルト付着

70 36 9 アスフアルト付着

80 43 8 アスフアルト付市着

77 49 12 アスフアルト付着

74 64 5 アスフアルト

94 47 10 アスフアルト付着

76 48 13 

56 40 5 

69 41 10 アスフアルト付着

31 64 11 

29 70 10 

28 70 6 

25 79 8 

15 87 6 

18 84 8 

23 80 9 

22 (91) 10 欠損

地に 1点だけ凝灰岩質のものがある。 に自然面

を残し、脚部裏面に自然面を残しているもの(1 、 2 、 4 、 5 、 7~ 1l、 13~15)表裏面に自
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然面を残さないもの(3、6) 正1f!.~ì慌を Ilïそく打ち欠いたもの(12) がある。

第 S表 三三脚お器計測表 ( )内は現存値
番号 出土地点 層位 Ai質 最大'IJ{i¥(mm) li之大 (mm) 厚さ (mm) 備 J?? 

1 14-E 頁岩 38 39 12 

2 6-C II 1'" 五1 岩 46 45 15 

3 9-D II下 頁芋} 45 (48) 11 

4 6-A II下 百/、 53 51 9 

5 3 B II 頁岩 50 (38) 19 

6 14-B II 頁岩 60 51 8 

7 18-H II 頁岩 59 54 17 

8 13-E I 頁岩 61 56 15 

9 17-C II 頁岩 52 58 11 

10 15-C II下 頁 6 55 52 13 

11 4-C II -1ご 兵岩 59 62 16 

12 3-D II 頁岩 72 62 22 

13 17-1 II下 頁告 72 67 19 

14 9-B II 頁岩 84 73 15 

15 20-B 1 只 伝ιムJ 89 81 19 

震製石斧(第132図、図版62図)

105点出土している。石jイは玉ズイ、 i疑灰岩、凝灰質泥岩を{夏用している。刃部先端が丸みをも

つもの(1 -6、8、9、12-17)と直線的なもの)7、10、11)、全体におnー長く石のみ的なも

の (18、19)などがある。(51)は 着Wjの際使用されたアスフアルトが建っているけ

第 7表 磨製斧計測表( )内は現存fi主
番号 出土地点 層位 石 質 最大幅(mm) 最大長(mm) 厚 (mm) {詣 )j'・

1 15 D II 凝灰 13 24 4 

2 18-F 五ズイ 15 34 6 

3 5-E II 二五ズイ 19 42 5 

4 5-A I 玉ズイ 15 (44) 5 欠損

5 16-H II 凝灰岩 21 54 7 アスフアルト付善

ら 8-C II下 玉ズイ 25 (58 ) 7 欠損

7 20-E II 玉ズイ 25 53 7 

8 26-E 玉丈、イ 29 52 9 

9 9 G II 玉ズイ 24 51 10 

10 19-F 説灰岩 34 (37) 9 欠iJl
11 17-B III、ー 凝灰岩 38 (35) 5 欠J宜
12 26-E II J疑灰岩 41 91 17 

13 5-B II -1ぐ J疑灰岩 43 (68) 17 欠jJi
14 21-H 1 凝灰 49 92 20 

15 9 Q III 凝灰岩 59 112 20 
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11仁i二地点 石 最大111話(mm) 最大長(mm) (羽m) 令市 考

16 35-K {即死質 i)~岩 44 12 20 

17 III区南側l 凝灰質泥岩 51 106 27 

18 II11l*[I] ~11 日 1\ itk灰貿 ir~岩 25 118 13 

19 I肥川'11，;11 35 125 15 
一

石捧(第133図、図版63)

113点出土しており、いずれも を使用しているが、 はない。(1 ~ 3 )は、石

というよりは、石刻と考えられる ο ( 1 ~ 2 )はi析雨形が角ばっている石棒はくび、れてお

り、 iニドにはx 尤を させているもの(4、5、7、8)もある

第S表 石捧計測表 ( )内は現存他〔

J寄0- 分担 出二仁l也点 !肩 :壬i~t 最大IIJ面(mm) 最大長(mm) 官1H 13-

l 干7剣 18… D II 安山岩 20 (105 ) 

2 石剣 3 C II 28 ( 95) 

3 布告Ij 15 C II 安山岩 22 (143) 

4 石仏土 6-E II 安山岩 29 (136) 

5 石1辛 7-B II 28 (138) 

6 石j奉 3-B II 安山岩 27 (139i 

7 20-E II 安山岩 28 (192) 

8 7 D II 安山岩 29 (148) 

9 モI 23-B II 安山岩 29 (150 ) 

10 18-B I 26 (268) 

異形石器(第139図、図版70)

異形石器としたものでは、 2)は石ベラ状石器、 ( 3、4)は刺突具と考えられ、いずれ

も る。(5 ~ 13)は利器としては;考え難い。 ( 2、5、8)は細かな調整を加え

ている。(3、8)のメノウを除けば全て頁岩である。

者製品

岩偶(第134図、図版64)

( 1 )は凝灰岩裂で肩、目、鼻、口を浮き彫りにして作り出されている。口の iごには、髭と

思われるものも浮き彫りにきれている。右iHIJ頭部には穿孔があり、頭fTi部右側lにも孔がある。

左側にも同誌に干しが穿たれていたものと思われる。裏面には渦巻文が地きれている。(2 )は

で8つの段を作り IL¥したものである。主面には、成形のための道具の使用痕跡(111話3

~ 10mm)がはっきりしている。凶石に転用されたと考えらhる。
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岩版 (第135図、図版65、66)

いずれも凝灰岩製のもので、方形のもの(1 -4、6-8 )、 IJ、宇11M(5 )に分けられる。(1 ) 

は渦巻文を としているが、片面の文様ははっきりしない。(2、7)は渦巻文の変形である。

( 7 )の片雨には文様は焔きれていない。(3 )も渦巻文の変形したものが施されているが、}十回

には直線が走る。(6 )は大小の渦文が版由'いっぱいに施される Q (5)も渦巻文が施きれるが、

片I雨には中心に縦に線が引かれ上端に孔がある。(8 )は友'1線しているが摩滅が激しくまた文様

ははっきりしない。

有手し石製品 (第136図、図版67)

いずれも凝灰岩製のものである。(1 -9 )はま飾品であろう。(1 -5 )は中に潜ーをもっ(2 ) 

は動物の牙ーを模したようである。(7 -9 )は成形後 2つの孔を穿っただけである。 (10-15、

17)は2つの穴を並列させており、おそらく何らかの締め呉と考えられる。 (16、17)は単孔で

(18)は未完成品であろう。

玉類 (第137図、図版68)

玉類は玉ズイ、凝灰岩、凝灰

を{吏用している，，(1-23) 

までは 5 Eグリッドの南側よ

り集中して出土したものでいず

れも一方向から穿孔しており、

出土の際も穿孔面を上にむけて

している(第124図参照)。

(24-36)は個々に出土したもの

である。

ート ⑧十

15 

18 / 

十

23 

十十

霊長J?

第124図 5-E宝出土状態毘
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第9表 五類計測表 ( )内は現存値
番号 出:i二地点 !員位: 極Ui 1:i n 径(mm) )享さ (mm) ;考

1 5-E II 勾 三Eズイ 9 長さ27ミリ、 IIJ話17ミリ、ドn古i穿孔
2 5-E II )L:五 五ズイ 12 8 g-[函穿-iL

3 5 E II 一F.犬、イ f 13 10 )十!市穿子L

4 5-E II 九 五丈、イ 13 11 片岡穿孔

5 I 5-E II )L王 I~E ズイ 13 10 !片 L~LÎ穿孔

6 I 5-E II l~ 丈、イ 14 11 )午I雨穿子し

7 5 E 五ズイ| 14 11 g-[~li穿孔

8 5 E II 王ズイ 12 9 片面穿孔

9 5-E II I :;ぐイ 13 8 n-市穿イし
10 5 五 II イズイ 13 8 )十!貯王子孔

11 5-E II j:しニE 二五ズイ 13 10 片面穿子し

12 5-EI 日 九二五 玉ズイ 14 10 g.[立i穿孔

13 5-E II ]よズイ 11 8 片面穿孔

14 5 E II )，Lヨi玉ズイ i 12 9 )'，'面穿孔

15 5 E II 九玉 玉ズイ 11 9 )~' r(n穿子し

16 5-E II 九五 五ズイ 11 8 片面主主:孔

17 5 E II 九王 毛灰岩 14 10 片面穿孔

18 5-E II 丸I 一五ズイ 12 9 }:li面穿

19 5 E II 丸玉 玉ズイ 10 片面穿孔

5-E II 丸二E. 凝灰 10 8 片面孔

5 E II 九玉 玉ズイ 11 7 片而穿孔

22 5-E II ;!Lゴi i疑似岩 9 7 |片面穿孔

23 5 E II (し玉 凝灰岩 8 5 八百穿孔

i 24 5 E II -f 勾l i即売買頁岩 11 長さ34ミリ、 IIJ品21ミ1)、両市穿孔

25 3-D II 勾王L tft灰岩 6 長さ29ミリ、 IIJ[¥15ミリ、両雨穿孔

26 10 日 II下 五 玉ズイ 9 長さ22ミリ、 IIJ品11ミリ、片面穿子し

27 I 8 -E I 玉 玉ズイ| 8 一辺約13ミリ、片面穿孔

28 14-F I i疑灰岩 i 14 11 片[I1I'穿孔

29 I 7 -C I 玉丈、イ 5 長さ13ミリ、 liJ日8ミ1)、片rffi穿孔 i

30 15 GIII 二五 五コ亡、イ 6 長さ12ミリ、 IIJ面7ミリ、ドd函穿孔

I 31 15-F II 丸一E. ~E ズイ 8 4 

32 16-G II 玉ズイ 5 長さ10ミリ、 11届8ミリ、片面穿孔

33 16-G II I {疑灰 | 8 7 両面穿孔

34 19 G べ1[.-ト 長さ15ミリ、 IIJ国7ミリ、!両面穿孔

35 13-E 下 ;疑灰質頁岩 長さ30ミリ、 IIJ面12ミリ、両面穿孔

D IIF 九十i i疑灰賀長岩 16 13 

(第138図 1. 2、図版69-1 . 2) 

( 1、 2) とも であるー ( 1 )は内ぞ1)で内jWlJ くなっている。丈隠は入植丈風



で、浮き彫りにされており、浮き彫り 、成形も精巧jなものである。(2 )は、石刀の把

の部分で、ていねいに磨いている。

男根状石製品(第140図、図版70)

( 1、3、4つは凝灰岩製で、 ( 2 )は光沢のある流紋岩であり、長方体の ì~l 然五に講を入

れたものである。(3 )はj者を 自己し中央を扶っている。(4 )は 2本1Mlのd与を上、

中、下に配しているが、中央の溝は J~雨だけである。
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第 3節 藤株遺跡SK05出土の人骨

山口 敏 (国立科学博物館人類研究部長)

保存状態

人骨は 1'flfil体分と考えられるが、全身的に強い火熱をうけて変形し、白色ないし灰色に変じ

て、右上肢骨以外は、小片あるいは和i片と化している。火熱による灰化の度合いの強い白色め

は、比較的よく保存されているが、灰化の度合いの弱い、黒灰色の骨片は、すべて保存状

態が悪く、採りあげとともにくずれて、組!片あるいは粉末と化したものが多い。

骨片の分布

はほ北北西-南南東を長斡とする。 190cm>< 90cmの偶丸長方形のプランをもっ土拡グ)中で、人

骨片は、上半身を北北西、下半身を南南東にして、およそ150cmX60cmの範問内に分布していた

(第34図、図版14参照)

人骨のうち、表層に位置した一部の骨片は、 1980年 5月比日に採りあげ.られたが、これには、

右尺骨の下端部、大mfl骨または睦骨の骨幹の破片数点、その他の長管骨骨幹の小fl皮片数十点が

含まれている。

人骨の大部分は、 1980年 7月31日に、第 34図に示した 1~35の番号にしたがうて採りあげ.

られた。採りあげ、と同時に細片化して、骨の同定が不可能となったものもあるが、何らかの所

見のえられた資料は、次じっとおりである。

1、大腿骨またはJEE骨の骨幹の破片群。

2、

3、向上向保存不良

4、長管骨骨幹小片群。保存不良。

5、出1:骨骨幹と忠われる破片。長さ約30mm。

6、

7、

。腔骨か?

あるいは大腿骨と忠わj〆しる長菅骨の骨幹破片。制片群と化し、もろく、 されて

いる内

8、 燃焼が不充分で、保存状態悪く、骨幹の綾密管の厚さは 1mm以下に

q
O
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なっている。

9、長管骨骨幹破片。長さ約451問。厚さ 3-6 mmo 

10、大腿骨骨幹かと忠われる、:長さ約90mmの破片。鍛密管が薄くなり、 i'ufl)庄がつ，，;;'れ、

の前面と後面カt平行な板のょっにかさなっている。

11、排骨骨幹の、長さ53mmの破片。外側面の$iiE~詩形成が認められる。破片中央部での最大径

は15mmo

12、大1Ji1i骨民および頚の小破片群。

13、上腕骨と忠われる骨幹の細片群。

14、上腕骨jlI{立端の破片群。保存不良。

15、上腕骨骨幹遠位部と思われる破片群。

16、尺骨骨fti手。約20cI11にわたるが、組!片となっている。保存状態不良。

17、前腕骨と思われる、組Iv、長管骨骨幹の破片。きわめてもろい。

問、寛骨の一部らしい破片を含む細片群。

19、左腸骨身状面、寛骨臼部片、大腿骨頭片を含む骨片多数。

20、右尺骨骨幹、保存良好。

21、右桟骨、保存良好。

22、右上腕骨遠位部約 5分の 20長さ11Cl11o /J、破片にわかれている。

23、長官骨骨幹の一部。保存不良。

24、向上。長さ20mm。排骨かもしれない。

25、保存不良の細片群。 i山骨下端部と思われる/J、破片が含まれている。

26、排骨または!日i骨と思われる

27、右手根骨(月状骨、三角円、 、大菱形骨、小菱形骨、有頭骨、有鈎骨)、中手骨破

片数点、有桟骨遠{立端片、腸骨片、その他紺i片多数。

28、右舟状骨指節骨体7点、右H詰骨身状面部破片、寛骨阿部!十数点、大腿骨頚および向頭部

片。

29、腰維および仙骨の破片群。

30、椎骨破片群。

31、椎骨片を含む細片群。

32、薄い/J、剥片群。

(12， 18、19は保存状態いちじるしく惑く、同定不能。)

以上の骨片群の分布状態を総合してみると、下肢長骨の破片と思わj〆Lる骨片が、茎J立の南

南西半に集中し、上肢骨、椎骨が北北西半に位置し、寛骨fl'がほぼ中央に分布している。
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しかも 、前腕骨、手骨が解剖j学的位置を保づて、背椎の西側に している。 下肢

の分布がきわめて不規則であり、頭骨の骨片が全く認められない点は、はなはだ変則的

であるが、全体としては、 ifll臥伸展位をとっていたものと推iHlJされる。

性、年齢

上)jJ包骨遠位端、前腕骨の)5:位端およ していることと、 きた関節

罰(椎骨関長7j空起、肘関節、焼骨子根関長官、手根間関節、 fUI腸関節、股関節)のいずれにも、

く老年性変化が認められないことから、本人骨の年齢は、成年ないし熟年の範囲内と推測さ

れるが、頭蓋、歯、恥骨が保存されていないので、年齢推定にこれ以上の精度を求めることは

国難で、ある。

頭葉が保存されていない上に、寛骨も破損がはなはだしいため、性別の判定もきわめて回雑

であるが、前腕骨の骨幹位が小さいこと、採りあげ時に観察した大座骨切痕部の形態が、どち

らかというと女性的で、あったことから、不確実ではあるが、女性の可能性がやや大きい、と

えられる。

右前腕骨の形態

右前腕の椎骨と尺骨は、全身骨格の中でもっとも強く燃焼され、比較的よく保存されている

が、その反面、ひび守IJれが入って、かなりの変形をうけている。

桟骨はほぼ全長にわたって保存されているが、骨一幹下部に欠損部があり、全長は復元できな

い。上下とも関節面に変性は認められない。骨幹は細く、後間にたての長いひび割れが走る。

骨間縁の発達はとくに強くない。全体として華者な印象を与える。骨幹の計測値は

骨幹横怪 12mm 

骨幹矢:[)¥径 9 mm 

骨幹断面示数 75.0 

火熱による収縮、変形をうけているので、これらの数値を非火葬骨のそれと直接比較すること

はできないが、参考までに、津雲貝塚人の平均を引用すると、横径男性17.2、女性14.8、矢状

琵男性11.8、女性10.3、不数男性69.2、女性70.3である。 筏の絶対値は、 j章雲貝塚人女性平均

f直よりかなり小さく、骨宇í~の!両平度もかなり弱い n

尺骨は、骨幹部がよく保存されているが、 jll位端が欠けており、遠位端も一部破損している

骨幹の後面中央をたてに長いひびが走 i人前面と内側面には、横方向のひび割れが見られる

弱く、骨問中央部の接断面は正三角形に近い。骨幹の計miJ11直は
骨幹背掌径 11mm 
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骨幹横径 llmm 

骨幹断面示数 100.0 

ちなみに、津雲員塚人の平均は、背掌径男性14.2、女性11.7、横径男性16.3、女性14.0、示

数男性87.3、女性84.5であるから、径は女性平均より小さく、偏平性が著しく弱い。

尺骨は上端を欠くので、最大長を計ることはできないが、尺骨tfl匝iと回内筋肢と尺骨11fiを自

として、本尺骨l二;5=い長さをもった縄文時代人尺甘を 6例えらび'tl:Iし、それらのjぐ冒'の最大

長の平均を求めると246.3mm、となる。この値は、縄文時代人尺骨最大長の男性平均と女性平

均のはほ中間に相当する。

上述の縄文時代人 61RU体の大腿骨最大長の平均410.9mm、から、仮に女性としての身長をピア

ソン式によって推定してみると、 152.8cm、となる。縄文時代人女性としては、平均よりやや大

きい。

考察

この人骨は、強い火熱によって変形し、前腕骨以外はほとんどすべて小さな破片となってい

たため、人頬学的特徴を調査できる部分にとぼしいが、その反面、縄文時代における火葬人骨

の-例として見た場合、その出土状況にはきわめて特異なものがあり、興味ある新資料を提供

している。

まず、人骨が、部分的に若干移動してはいるが、全体としてはほ解剖学的配列を保った仰臥

伸展位の位置をとっており、しかもかなり厚い木炭に坦もれた状態で出土し、土ば内に炭化物

や焼土も発見されたことである。一般に火葬人骨は、火葬の現場ではなく、一足とりあげられ、

・括されて5J1j場所に埋葬されることがないのに対して、本人骨の場合は、このSKO 5土拡内

で火葬にふされ、そのまま灰とともに埋葬された可能性が高いように思われるのである。とく

に右の上腕骨から前腕骨を経て右手骨に至る位置関係、左右寛骨と背柱との位置関係は、明ら

かに原位置を保っており、 5J1jの火葬場から各骨片が拾われて再び、本土土庄内で配列されたものと

は到底考えられない。下JJ支骨の位置の乱れは、移動によるというよりは、火葬の過程におこっ

た自然の乱れと解釈することができそうである。

もうひとつの特異点は 本人骨に頭骨と歯が全く認められないことである。その原因として

は、一応、次の 3つを考えることができる。

(1) 遺体に、はじめから頭部がなかった。

(2) 火葬後に頭骨片ーだけが持ち去られた。

(3) 頭部の燃焼!支が弱かったため、腐蝕が進み、保存きれなかった。

このうち、(2 )は、大小さまざまの頭骨破片と歯を 1点残らず持去ることは困難と考えられる
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ので、可能性は低いと忠、われるし、 (3)についても、頭部とあまり離れてーいない上)]支骨が十分に

燃焼されてよく残っているので、可台旨I~I:としてはこれも{丘いと思われる。残る (1)はかなり

な事態であるが、火葬の場て・の埋葬という葬法自体が、きわめて例外的、変則的なものである

以上、このような可能性も一応考慮に入れた tで、今後検討を進めることが必要で、あろう。

要約

I蕗株遺跡SK05土拡で発見された人骨は、年齢は成年ないし熟年、性号Ijは判定国難であるが、

女性である可能性がやや高いと思われる。仰臥{申展位で全身的に強く火熱をうけ、ほとんどの

骨は変形し、小片、キ!1l片化している。大量の灰に埋もれ、しかもほぼ解剖学的配列を保ってい

る所から、火葬の現場に埋葬されたものと推iWJされる。この人骨には頭骨の破片と歯が1点も

認められなし、。このことは、この人骨の変則的な葬法と何らかの関係があるかもしれないの
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5 

Ii長株遺跡は縄文時代IJ免JtJlの遺跡として広く知られている遺跡である。 発掘でも850.

却!の遺物が庄 !flJ的に多~，しかし遺構一一一竪穴{主出一回;は縄文時代前期からのものがあり、

遺跡に新らしい資料を加えた。

遺構について

は竪穴住居跡24軒、土地 87基、 Tピット 2法、配石遺構などが発見された。

跡は前期円筒下層 b式のものが一番古い。平面形は長方形に近い形をなすもの、情円形のもの

などがある。方形にi!Iい形をなすものに局構が伴う。炉は地床炉、柱穴ははっきりしないが、

壁に接しであるもの、 S101のょっに 4本と考えられるものなどがある。

後期の住居跡は平面形惰円形のものが多く、全体に小型である。 柱穴は不規則である。晩期

の住居跡は 1棟だけ確認されている。壁は削平されていて不明。壁に沿って小穴が円形に配列

されている。円形を呈し、径8mほどあり大きい。柱穴は 4本で大きく深い。炉は不明。この

住居跡は青森県岩木山麓で発見されているものと共通するものをもっている。

土i広は87基発見され、時期の確認できたものは全て晩期のものである。全体の配列は定か

ではないが、 16-D、9-A地区で確認されたょっに土誌が重複して群をなす地域、 10-G、

12-D地区のように比較的重複するものが少なくて群をなす地域とがある。人骨の出土した土

はは最も北側に存し、その西南にまばらに土はが存在し、 16-D地区の重複している所に連続

して弧状あるいは環状をなすようにも見ることが可能で、あるがはっきりしない。もともと環状

とはならず単に群をなすニL-_拡があるだけであるかも知れない。しかしこi二拡個々のあり方を見る

と二基~三期が一組となって しているように考えられ、これは場出野遺跡などの土:tu:群の

発見されている遺跡のあり方と共通している。

土器について

土器は大きく第一群土器と

群土器は晩期の土器である。

分頬し した。 後期]の土器で第二

1類の土器は H毘内 I式土器のfrll間ていある。第 2J~t[土器

は所謂大湯式土器の仲間と考えられる。第 1'Jm土器と第 2類土器との時期的な関係は平行関係

にあると見られている。(機11I奇1966 )。第 3類 1--器は磨出縄文のもっとも発達した時期で、黒

く光沢があり、日誌に 3_-_ 5 í国の大きな突起をもっ{;1~H:形の土器である。後期中頃の十t三で、

広し、分布を示す土器であるが絶対4量の少ない土器である。特1殊なW2われ方をした可能↑tのある

土器である。後期中葉宵FiII a、イ‘腰内II式に対比きれる。第 4Hi十1:;は伊~dí縄文が主体をなし

縄文カtより細かくなり H免Wjの縄文にi!Iい状態を ものである。 12の台付鉢の32形は次の第

nδ 
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1類の土器の器形に受けつがれて行くものとよ与えられる。 13も頭部に IIJをもつもので、

晩期直前の時期!と考えられる。第 5類土器はコブ{寸土器である。この土器は後期後半につくら

れた土器で、いくつかの変遷が予想されるが、 4類との関連は不明である。

第二群土器は晩期の土器である。第 1類 a類、第 2類 a類などは後期と晩期の間を埋める資

料としてその帰属が問題となっている土器である。ここでは安孫子昭二 (1969)の考えにした

がって晩期としてあつかった。しかし安孫子の扱った土器の仲間にないものもいくつか含まれ

ている。 H免期の土器は器形で大別し、さらにそれを細分したので各組に同時期と考えられるも

のが多くある。

第1類の台付鉢形土器の a煩19、20の施文方法は第 2類鉢形土器b類と共通する文様がある。

又第 2類鉢形土器d類と第 3類浅鉢形 a類、第 4類台付浅鉢Jf;土器 a煩などは玉Jむき三叉文風

の文様と縄文を残す帯状文が組合さった文様をもち、いわゆる大洞B式土器の古い仲間の土器

である。また三叉状八組文の施きれている第一類の b、c類、第 2類の e類、第 4類の b頬は

同時期の大前ilB式土器のものである。第 5類注口土器a類2)にも共通する。このように晩期初

頭の土器が多い。最も新らしいものと考えられるものは第 3類浅鉢形土器の68がそれでも大澗C1

式と考えられる。したがって今度発見された土器のほとんどは大潟B式を主体とし、その内容

は弘、 B2式は勿論さらに細分が可能なようにも見られる。

他に注目されるのは無文土器の多いことである。鉢形土器、浅鉢形土器、台付j支鉢形土器、

蛮形土器、それに注口土器にその数が多い。これは安孫子昭二が説くごとく「土器様式崩壊の

危機の、態勢建直し手段として、白紙環元し、新らたな器形、文様を模索する在り方である。

この白紙環元とは主に無文ということである」。とすれば、藤株遺跡の集団はちょうどその時期

を体験した人達であったといえる。近くの矢石館遺跡、麻生遺跡の土器とも若干差異が認めら

れるところもあり今後他遺跡との関連が必要で、ある。

土器については破片をほとんど取り扱うことができなかった関係で大柄B式土器の詳細な検

討はできなかった。これについては近い将来改めて論じてみたいと考えている。
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図版 1 遺跡遠景(東砂西)

遺跡遠景(南砂北)



図版2 土器出土状態
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